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顧
況
「
戴
氏
廣
異
記
序
」
に
つ
い
て

溝
部
良
恵

は
じ
め
に―

「
戴
氏
廣
異
記
序
」
と
は

「
戴
氏
廣
異
記
序
」（
以
下
「
序
」
と
記
す
）
は
、
中
唐
期
に
在
世
し
た
戴
孚
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
小
説
集
『
廣
異
記
』
に
付
さ
れ
た

序
で
あ
る
。
執
筆
し
た
の
は
、
中
唐
、
大
暦
期
（
七
六
六―
七
七
九
年
）
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
顧
況
で
あ
る
。
顧
況
は
、

『
廣
異
記
』
の
作
者
戴
孚
と
は
、
至
徳
二
年
（
七
五
七
年
）
に
行
わ
れ
た
科
挙
を
受
け
、
と
も
に
合
格
し
た
友
人
で
あ
っ
た
。
二
人
の

交
際
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、「
序
」
の
末
尾
に
は
、
戴
孚
の
死
後
、
そ
の
二
人
の
息
子
か
ら
依
頼
を
受
け
、
顧
況
が
「
序
」

を
執
筆
し
た
と
い
う
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
含
め
、「
序
」
に
は
戴
孚
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
お
り
、
戴
孚
に
関
し
て
現

存
す
る
ほ
ぼ
唯
一
の
資
料
と
し
て
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
古
来
よ
り
中
国
の
人
々
が
い
か
に
怪
異
を
語
り
記
し
て
き
た
か

を
述
べ
て
お
り
、
唐
代
の
志
怪
に
関
す
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
冒
頭
の
部
分
で
、『
論
語
』「
述
而
」
篇
の

「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
（
不
語
怪
力
亂
神
）」
と
い
う
言
葉
を
「
怪
力
乱
神
を
示
し
て
語
る
（
示
語
怪
力
亂
神
）」
と
読
み
直
し
、
怪
異
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を
語
り
、
記
す
こ
と
は
聖
人
も
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
説
を
展
開
し
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の
怪
異
観
の
一

端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
文
章
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
従
来
は
、
こ
の
変
わ
っ
た
説
の
た
め
か
、
荒
唐
無
稽
な
主

張
を
し
た
文
章
と
し
て
み
な
さ
れ
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

内
山
知
也
「
中
国
に
お
け
る
小
説
概
念
の
成
立
と
推
移―

文
言
小
説
を
中
心
と
し
て（

（
（

―

」、Glen D
udbridge

『T
he tale of 

Li W
a: study and critical edition of a Chinese story from

 the ninth c

（
（
（

entury

』、
同
氏
の
『Religious experience and 

lay society in T
’ang China　

–a reading of T
ai Fu ’s K

uang-i  c

（
（
（hi

』 

、
今
村
与
志
雄
『
唐
宋
伝
奇
集
（
下
）』「
解
説（

（
（

」、
富
永

一
登
「
顧
況
「
戴
氏
『
広
異
記
』
序
」
に
つ
い
て（

（
（

」
で
注
目
さ
れ
て
い
る
以
外
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
論
考
は
な
く
、
と
り
わ
け
中
国
で

は
、
黄
霖
他
選
注
『
中
国
历
代
小
说
论
著
选（

（
（

（
修
订
本
）』
や
侯
忠
義
編
『
中
国
文
言
小
说
参
考
资
料（

（
（

』
な
ど
、
歴
代
の
小
説
に
関
す

る
文
章
を
集
め
た
資
料
集
や
方
正
耀
・
郭
豫
審
訂
『
中
国
小
说
批
评
史
略（

（
（

』
を
は
じ
め
と
す
る
小
説
批
評
史
の
書
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
近
年
で
は
、
丁
錫
根
編
著
『
中
国
历
代
小
说
序
跋
集（

（
（

』、
程
国
賦
『
隋
唐
五
代
小
说
研
究
资
料（

（（
（

』
な
ど
に
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
、「
序
」
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
論
考
は
見
当
た
ら
な
い（

（（
（

。
小
説
史
で
『
廣
異
記
』
に
つ
い
て
記
述
さ
れ

る
場
合
に
も
、「
序
」
の
戴
孚
の
経
歴
を
記
し
た
部
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
筆
者
は
、
こ
の
「
序
」
は
、
顧
況
が
怪
異
を
記
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
真
摯
に
考
え
た
も
の
で
あ
り
、『
廣
異
記
』
の
性

質
を
読
み
解
く
上
で
も
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
文
章
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
序
」
に
お
い
て
顧
況
の
主

張
す
る
所
を
読
み
と
り
、
そ
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い（

（（
（

。
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顧況「戴氏廣異記序」について

1
．
顧
況
に
つ
い
て

ま
ず
「
序
」
の
筆
者
、
顧
況
の
生
涯
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
顧
況
は
、
字
は
逋
翁
。
蘇
州
の
人
で
、
玄
宗
の
開
元
十

五
年
（
七
二
七
年
）
前
後
に
生
ま
れ
、
憲
宗
の
元
和
十
年
（
八
一
五
年
）
頃
に
没
し
た（

（（
（

。
大
暦
期
（
七
六
六―

七
七
九
年
）
を
代
表
す

る
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。「
上
古
之
什
補
亡
訓
傳
十
三
章
」
と
い
う
『
詩
經
』
に
倣
っ
た
風
諭
詩
を
作
り
、
白
居
易
ら
の
「
新
楽
府
」

に
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
文
学
論
を
表
明
し
た
「
文
論
」
で
は
復
古
を
主
張
し
、
韓
柳
古
文
家
の
先
駆
け
を
な
す
と
評
価

さ
れ
る
な
ど
、「
中
唐
の
先
駆
者
と
も
い
う
べ
き（

（（
（

」
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
顧
況
の
詩
風
は
、
風
変
わ
り
な
着
想
、
表

現
、
形
式
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。「
彼
の
詩
歌
と
彼
の
思
想
、
性
格
は
一
致
す
る（

（（
（

」
あ
る
い
は
逆
に
「
不
羈
の
精
神
は
、
不
羈

の
形
式
で
表
現
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
た（

（（
（

」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
顧
況
の
詩
風
は
彼
の
型
破
り
な
性
格
や
行
動
と
切
り
離
せ
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
葛
暁
音
氏
は
、
顧
況
の
奇
怪
な
表
現
を
好
む
詩
風
は
、
杜
甫
の
詩
風
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
顧
況

を
天
宝
以
来
の
復
古
の
流
れ
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
、
杜
甫
や
大
暦
の
詩
人
達
の
詩
風
を
総
合
し
た
、
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
の
橋
渡
し
的

存
在
と
と
ら
え
て
い
る（

（（
（

。

そ
う
し
た
顧
況
の
性
格
に
つ
い
て
は
、『
舊
唐
書
』「
李
泌
傳
附
顧
況
傳
」
に
「
性
は
詼
諧
、
王
公
の
貴
と
雖
も
、
之
と
交
わ
る
者
は
、

必
ず
之
を
戯
侮
す（

（（
（

」
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
々
の
奇
行
を
伝
え
る
資
料
が
あ
る（

（（
（

。
顧
況
が
「
序
」
を
書
く
に
至
っ

た
経
緯
に
も
、
実
は
少
な
か
ら
ず
こ
の
「
詼
諧
」
と
評
さ
れ
る
顧
況
の
性
格
が
関
連
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
顧
況
自
身
が
「
序
」
の

最
後
に
記
し
た
内
容
や
そ
の
他
顧
況
の
伝
記
的
資
料
を
総
合
す
る
と
、
顧
況
と
戴
孚
の
二
人
が
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
は
、
共
に
至
徳

二
年
（
七
五
七
年
）
の
科
挙
を
受
け
、
合
格
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
二
人
が
絶
え
ず
親
交
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
形
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跡
は
な
い（

（（
（

。
顧
況
は
、
大
暦
年
間
に
江
西
で
官
に
つ
い
た
後
、
建
中
二
年
（
七
八
一
年
）
か
ら
貞
元
二
年
（
七
八
六
年
）
に
か
け
て
は
、

鎮
海
軍
節
度
使
、
韓
滉
の
幕
下
に
い
た
。
そ
の
後
貞
元
三
年
（
七
八
七
年
）
に
は
、
江
西
で
交
遊
の
あ
っ
た
李
泌
、
柳
渾
が
入
朝
し
た

際
、
顧
況
も
取
り
た
て
ら
れ
て
、
校
書
郎
の
職
を
得
る
。
し
か
し
後
ろ
盾
で
あ
っ
た
李
泌
の
死
に
及
ん
で
、
そ
の
死
を
悼
む
ど
こ
ろ
か
、

「
調
笑
の
言
」
が
あ
っ
た
と
し
て（

（（
（

、
貞
元
五
年
（
七
八
九
年
）
饒
州
（
現
江
西
省
鄱
陽
県
）
に
左
遷
さ
れ
る
。
一
方
「
序
」
に
よ
れ
ば
、

戴
孚
は
進
士
に
合
格
し
た
後
「
校
書
郎
を
へ
て
饒
州
の
参
軍
に
終
わ
る（

（（
（

」
と
あ
り
、
饒
州
が
再
び
二
人
を
つ
な
ぐ
接
点
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
序
」
に
よ
れ
ば
戴
孚
の
死
後
、
二
人
の
息
子
が
顧
況
の
も
と
を
訪
れ
、「
序
」
を
書
く
こ
と
を
頼
ん
だ
と

あ
る
。
顧
況
が
実
際
に
戴
孚
と
再
会
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
顧
況
は
饒
州
に
左
遷
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戴
孚
の

『
廣
異
記
』
の
存
在
を
知
る
と
と
も
に
、「
序
」
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2
．「
戴
氏
廣
異
記
序
」
の
内
容
に
つ
い
て

『
廣
異
記
』
の
原
本
は
早
い
時
期
に
失
わ
れ
た
。
新
、
舊
『
唐
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
正
史
の
経
籍
志
、
芸
文
志
そ
の
他
の
書
目
に

は
ほ
と
ん
ど
名
を
留
め
て
い
な
い
。「
序
」
に
よ
れ
ば
、『
廣
異
記
』
は
二
十
巻
か
ら
成
る
書
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
南
宋
紹
興
年
間

（
一
一
三
一―

一
一
六
二
年
）
に
編
集
さ
れ
た
書
目
『
秘
書
省
續
編
到
四
庫
闕
書
』
に
は
「
載マ

マ

孚
撰
廣
異
記
一
卷
闕
」
と
い
う
記
述
が

あ
り（

（（
（

、
北
宋
の
時
点
で
す
で
に
二
十
巻
本
の
原
本
は
失
わ
れ
、
一
巻
本
と
な
っ
て
い
た
が
、
南
宋
で
は
そ
れ
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

「
序
」
も
原
文
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、『
文
苑
英
華
』
巻
七
三
七
及
び
『
全
唐
文
』
巻
五
二
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
廣
異

記
』
の
最
も
信
頼
で
き
る
排
印
本
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
方
詩
銘
輯
『
冥
報
記
・
廣
異
記（

（（
（

』
に
は
、『
文
苑
英
華
』
を
底
本
に
『
全
唐
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顧況「戴氏廣異記序」について

文
』
で
の
校
訂
を
ほ
ど
こ
し
た
「
序
」
の
テ
キ
ス
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
基
本
的
に
こ
の
中
華
書
局
版
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ

て
、
論
を
進
め
て
い
き
た
い（

（（
（

。

以
下
ま
ず
「
序
」
の
内
容
を
見
な
が
ら
、
い
く
つ
か
問
題
点
を
取
り
出
し
て
み
た
い
。
全
体
は
、
次
の
五
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

Ⅰ
．
怪
異
を
志
す
こ
と
の
形
而
上
学
的
な
定
義
と
「
不
語
怪
力
亂
神
」
の
新
解
釈

Ⅱ
．
変
化
の
実
例

Ⅲ
．
怪
異
を
語
る
歴
史

Ⅳ
．
志
怪
書
の
歴
史

Ⅴ
．
戴
孚
の
生
涯
の
紹
介
と
序
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯

以
下
、
全
文
訳
を
記
す
。

Ⅰ
．
怪
異
を
志
す
こ
と
の
形
而
上
学
的
な
定
義
と
「
不
語
怪
力
亂
神
」
の
新
解
釈

私
は
天
と
人
と
の
関
係
を
観
察
し
、
変
化
の
兆
し
を
見
極
め
た
い
と
思
っ
た
が
、
吉
凶
の
源
は
、
厳
か
で
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
神
聖
で
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
天
地
の
気
を
犯
し
、
五
行
を
乱
す
も
の
が
あ
れ

ば
、
聖
人
は
怪
力
乱
神
を
示
し
、
礼
楽
に
則
り
政
治
を
行
い
、
聖
人
の
道
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
糾
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
で
許

慎
は
「
天
文
は
象
を
表
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
に
示
す
」
と
唱
え
た
の
で
あ
る
。
古
文
の
「
示
」
字
は
、
今
文
の
「
不
」
の

字
と
形
が
似
て
い
る
。
儒
者
は
そ
の
本
来
の
意
味
に
基
づ
か
ず
「
孔
子
は
（
怪
力
乱
神
＝
括
弧
内
筆
者
。
以
下
同
）
を
語
ら
な
か
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っ
た
」
と
言
い
、
孔
子
の
教
え
を
台
無
し
に
し
た
。
こ
れ
は
天
の
象
を
観
察
し
、
教
え
を
説
く
と
い
う
（
儒
教
の
）
根
本
の
精
神

に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
。

予
欲
觀
天
人
之
際
、
察
變
化
之
兆
、
吉
凶
之
源
、
聖
有
不
知
、
神
有
不
測
。
其
有
干
元
氣
汨
五
行
、
聖
人
所
以
示
怪
力
亂
神
、
禮

樂
行
政
、
著
明
聖
道
以
糾
之
。
故
許
氏
之
説
天
文
垂
象
、
蓋
以
示
人
也
。
古
文
示
字
如
今
文
不
字
、
儒
者
不
本
其
意
、
云
子
不
語
。

此
大
破
格
言
、
非
觀
象
設
教
之
本
也
。

こ
の
冒
頭
の
部
分
で
は
、『
論
語
』「
述
而
」
篇
の
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
（
不
語
怪
力
亂
神
）」
と
い
う
言
葉
を
今
文
の
「
不
」
と

古
文
の
「
示
」
字
の
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
「
怪
力
乱
神
を
示
し
て
語
る
」
と
読
み
直
し
た
と
こ
ろ
が
、
最
も
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
も
こ
の
部
分
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
行
く
。

Ⅱ
．
変
化
の
実
例

天
は
気
を
ち
ら
し
、
一
つ
の
場
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
檮
杌
は
黄
色
い
熊
と
な
り
、
彭
生
は
大
き
な
豚
と
な
っ
た
。
萇
弘
の
血
は

碧
い
玉
と
な
り
、
舒
女
は
泉
と
な
っ
た
。
牛
哀
は
虎
と
な
り
、
黄
氏
の
母
親
は
黿
と
な
っ
た
。
君
子
は
猿
や
鶴
と
な
り
、
小
人
は

虫
や
砂
と
な
っ
た
。
武
都
の
婦
人
は
男
と
な
り
、
成
都
の
男
子
は
女
に
な
っ
た
。 

周
娥
は
墓
に
埋
葬
さ
れ
て
か
ら
十
年
で
生
き

返
り
、
嬴
謀
は
突
然
死
ん
で
六
日
後
に
生
き
返
っ
た
。
蜀
帝
の
魂
を
杜
鵑
と
い
い
、
炎
帝
の
娘
を
精
衛
と
い
っ
た
。（
こ
う
し
た

変
化
の
こ
と
は
）
混
沌
と
し
て
い
て
奥
深
く
、
記
し
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

大
鈞
播
氣
、
不
滯
一
方
。
檮
杌
爲
黃
熊
、
彭
生
爲
大
豕
、
萇
弘
爲
碧
、
舒
女
爲
泉
、
牛
哀
爲
虎
、
黃
母
爲
黿
、
君
子
爲
猿
鶴（

（（
（

、
小

人
爲
蟲
沙
、
武
都
女
子
化
爲
男
、
成
都
男
子
化
爲
女
、
周
娥
殉
墓
十
載
却
活
、
嬴
諜
暴
市
六
日
而
蘇
、
蜀
帝
之
魂
曰
杜
鵑
、
炎
帝



71

顧況「戴氏廣異記序」について

之
女
曰
精
衞
、
洪
荒
窈
窕
、
莫
可
紀
極
。

以
上
古
今
の
様
々
な
変
化
の
実
例
を
羅
列
し
て
い
る
。

Ⅲ
．
怪
異
を
語
る
歴
史

昔
、
青
烏
が
墓
の
場
所
を
占
っ
た
こ
と
、
白
沢
が
妖
怪
の
こ
と
を
理
解
し
た
こ
と
、
舜
帝
が
夔
に
命
じ
て
神
を
喜
ば
せ
た
こ
と
、

湯
王
が
革
に
尋
ね
て
怪
を
語
っ
た
こ
と
、
魯
の
壁
か
ら
音
楽
が
聞
こ
え
た
こ
と
、
怪
物
の
姿
が
夏
鼎
に
残
さ
れ
た
こ
と
、
玉
牒
、

石
記
、
五
図
、
九
籥
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
よ
う
に
怪
異
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
記
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
諸
説
紛
々
で

あ
る
。
故
に
漢
の
文
帝
は
賈
誼
を
召
し
て
鬼
神
の
こ
と
を
尋
ね
、「
夜
半
に
席
を
前
（
す
す
）
め
た
（
乗
り
出
し
た
）」。

古
者
青
烏
之
相
冢
墓
、
白
澤
之
窮
神
姦
、
舜
之
命
夔
以
和
神
、
湯
之
問
革
以
語
怪
、
音
聞
魯
壁
、
形
鏤
夏
鼎
、
玉
牒
石
記
、
五
圖

九
籥
、
説
者
紛
然
。
故
漢
文
帝
召
賈
誼
問
鬼
神
之
事
、
夜
半
前
席
。

Ⅲ
の
部
分
で
は
、
Ⅱ
に
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
な
変
化
や
怪
異
を
探
求
し
、
語
る
人
々
の
姿
に
注
目
し
て
い
る
。

Ⅳ
．
志
怪
書
の
歴
史

志
怪
の
士
の
書
に
は
、
劉
子
政
の
『
列
仙
傳
』、
葛
稚
川
の
『
神
仙
傳
』、
王
子
年
の
『
拾
遺
記
』、
東
方
朔
の
『
神
異
經
』、
張
茂

先
の
『
博
物
志
』、
郭
子
横
の
『
洞
冥
記
』、
顔
黄
門
の
『
稽
聖
賦
』、
侯
君
素
の
『
旌
異
記
』
が
あ
る
。
そ
の
中
で
特
に
奥
深
い

こ
と
を
書
い
て
い
る
の
は
、
陶
君
の
『
真
誥
』、
周
氏
の
『
冥
通
記
』
で
あ
る
。
そ
し
て
『
異
苑
』、『
捜
神
記
』、『
山
海
經
』、
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『
幽
冥
錄
』、『
襄
陽
耆
舊
記
』、『
楚
國
先
賢
傳
』、『
風
俗
通
義
』、『
歳
時
記
』、『
呉
興
記（

（（
（

』、『
陽
羨
風
土
記
』、『
南
越
志
』、『
西

京
雜
記
』
の
各
書
で
は
古
今
の
こ
と
に
つ
い
て
注
が
施
さ
れ（

（（
（

、
そ
れ
が
世
の
中
に
広
ま
っ
た
。
ま
た
裴
松
之
、
盛
弘
之
、
陸
道
瞻

な
ど
諸
家
の
説
が
蔓
延
し
て
窮
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
本
朝
で
は
、
燕
公
の
『
梁
四
公
傳
』、
唐
臨
の
『
冥
報
記
』、
王
度
の

『
古
鏡
記
』、
孔
慎
言
の
『
神
怪
志
』、
趙
自
勤
の
『
定
命
錄
』
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
李
庾
成
、
張
孝
挙
な
ど
が
書
い
た
も
の
も
伝

わ
っ
て
い
る
。

志
怪
之
士
、
劉
子
政
之
列
仙
、
葛
稚
川
之
神
仙
、
王
子
年
之
拾
遺
、
東
方
朔
之
神
異
、
張
茂
先
之
博
物
、
郭
子
横（

（（
（

之
洞
冥
、
顏
黃

門
之
稽
聖
、
侯
君
素
之
旌
異
。
其
中
神
奧
、
陶
君
之
真
誥
、
周
氏
之
冥
通
、
而
異
苑
搜
神
、
山
海
之
經
、
幽
冥
之
錄
、
襄
陽
之
耆

舊
、
楚
國
之
先
賢
、
風
俗
所
通
、
歳
時
所
記
、
吳
興
陽
羨
、
南
越
西
京
、
注
引
古
今
、
辭
標
淮
海
。
裴
松
之
、
盛
弘
之
、
陸
道
瞻

等
、
諸
家
之
説
、
蔓
延
無
窮
。
國
朝
燕
公
梁
四
公
傳
、
唐
臨
冥
報
記
、
王
度
古
鏡
記
、
孔
慎
言
神
怪
志
、
趙
自
勤
定
命
錄
、
至
如

李
庾
成
張
孝
舉
之
徒
、
互
相
傳
説
。

顧
況
が
志
怪
の
士
が
書
い
た
書
と
し
て
あ
げ
る
も
の
の
多
く
が
、
我
々
が
現
在
、
小
説
史
を
構
想
す
る
時
に
、
志
怪
と
し
て
思
い
当

た
る
も
の
と
重
な
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
一
部
、
書
名
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
、
排
印
本
の
テ
キ
ス
ト
間
で
異
同
が
あ
る
。
後
に

検
討
し
た
い
。

Ⅴ
．
戴
孚
の
生
涯
の
紹
介
と
序
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯

譙
郡
（
現
安
徽
省
毫
県
）
の
戴
孚
君（

（（
（

は
、
最
も
奥
深
く
微
か
な
と
こ
ろ
を
極
め
て
い
る
人
で
あ
る
。
安
道
の
子
孫
で
あ
り
、
若
思

の
後
裔
で
あ
る
。
邈
は
晋
の
僕
射
と
な
り
、
逵
は
呉
の
隠
士
で
あ
っ
た
。
代
々
文
雅
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
名
を
落
と
す
よ
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う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
至
徳
（
七
五
六―

七
五
七
年
）
の
初
め
、
天
下
の
大
乱
が
始
ま
っ
た
頃
、
私
は
戴
君
と
同
じ
科
に
合
格

し
た
。
戴
君
は
校
書
の
職
を
経
て
、
饒
州
の
録
事
参
軍
の
職
に
終
わ
っ
た
。
時
に
五
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
文
集
二
十
巻
を
残
し
た
。

こ
の
書
は
二
十
巻
、
使
っ
た
紙
は
一
千
幅
、
そ
の
語
は
凡
そ
十
万
言
あ
ま
り
に
な
る
。
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
寿
命
は
長
く
は
な
か

っ
た
が
、
文
章
は
麗
し
く
、
か
つ
力
強
い
そ
の
書
の
内
容
は
、
も
と
よ
り
神
明
を
輔
け
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
戴
君
の
二

人
の
子
供
鉞
と
雍
は
父
の
志
を
述
べ
、
泣
い
て
父
の
友
に
頼
ん
だ
。
そ
れ
で
私
は
承
知
し
て
こ
の
序
を
記
し
た
の
で
あ
る
。

譙
郡
戴
君
孚
幽
賾
最
深
、
安
道
之
胤
、
若
思
之
後
、
邈
爲
晉
僕
射
、
逵
爲
吳
隱
士
、
世
濟
文
雅
、
不
隕
其
名
。
至
德
初
、
天
下
肇

亂
、
況
始
與
同
登
一
科
。
君
自
校
書
終
饒
州
錄
事
參
軍
、
時
年
五
十
七
。
有
文
集
二
十
卷
。
此
書
二
十
卷
、
用
紙
一
千
幅
、
蓋
十

餘
萬
言
。
雖
景
命
不
融
、
而
鏗
鏘
之
韻
固
可
輔
於
神
明
矣
。
二
子
鉞
雍
、
陳
其
先
志
、
泣
請
父
友
況
得
而
敍
之
。

戴
孚
の
略
歴
と
顧
況
が
「
序
」
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
顧
況
は
、
戴
孚
の
祖
先
と
し
て
、
戴
安
道
、
若
思
、
邈

の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
戴
安
道
は
、
名
は
逵
。
安
道
は
字
で
あ
る
。『
晉
書
』
卷
九
十
四
「
隠
逸
」
に
伝
が
載
る
。
戴
若
思
は
、『
晉

書
』
卷
六
十
九
に
伝
が
あ
る
。
広
陵
（
現
江
蘇
省
江
都
県
）
の
人
。
名
は
淵
で
あ
る
が
、
唐
の
高
祖
の
諱
を
避
け
、『
晉
書
』
で
は
若

思
と
さ
れ
て
い
る
。
戴
邈
は
若
思
の
弟
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
正
史
に
名
を
残
し
た
名
家
の
出
身
で
あ
る
が
、
戴
孚
と
の
関
係
を
裏
付
け

る
資
料
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
戴
孚
の
子
供
た
ち
が
、
自
ら
の
祖
先
と
し
て
、
同
じ
戴
氏
を
姓
と
す
る
歴
史
上
の
人
物
の
名
を

あ
げ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、「
序
」
の
中
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
冒
頭
の
議
論
の
部
分
だ
ろ
う
。「
子
、
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
を
「
子
、
怪

力
乱
神
を
示
し
て
語
る
」
と
読
む
顧
況
の
説
は
、
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
も
そ
も
顧
況
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

ま
ず
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
内
容
を
整
理
し
な
が
ら
、
本
稿
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
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3
．
先
行
研
究
及
び
本
稿
に
お
け
る
問
題
の
所
在
に
つ
い
て

冒
頭
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
従
来
、
唐
代
小
説
史
研
究
に
お
い
て
、「
序
」
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

は
じ
め
て
「
序
」
に
関
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
内
山
知
也
氏
の
「
中
国
に
お
け
る
小
説
概
念
の
成
立
と

推
移―

文
言
小
説
を
中
心
と
し
て―

」
と
い
う
論
考
で
あ
る
。
こ
の
論
考
は
、
文
言
小
説
を
中
心
に
、
漢
代
か
ら
清
代
に
か
け
て

の
中
国
に
お
け
る
小
説
概
念
の
推
移
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
内
山
氏
は
、『
荘
子
』
外
物
篇
、『
漢
書
』「
藝
文
志
」
以
下
、
漢
代
の

桓
譚
『
新
論
』、
晋
代
の
干
宝
『
捜
神
記
』「
序
」、
梁
代
の
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』「
諧
隱
篇
」
な
ど
の
資
料
を
と
り
あ
げ
、『
荘
子
』「
外

物
篇
」
に
初
出
す
る
中
国
固
有
の
「
小
説
」
の
語
の
変
遷
を
追
う
と
同
時
に
、
現
代
的
な
意
味
で
の
「
小
説
」
つ
ま
りnovel

の
訳
語

と
し
て
の
「
小
説
」
と
同
じ
よ
う
な
内
容
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
作
品
が
い
つ
頃
中
国
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い

る
。
そ
し
て
中
唐
期
の
小
説
資
料
と
し
て
顧
況
の
「
序
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
「
怪
力
乱
神
」
に
対
す
る
解
釈
を
「
儒
者
の
小
説
に
対

す
る
感
情
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な
発
言
」
で
あ
り
、「
顧
況
の
発
言
が
ど
の
程
度
他
の
作
者
に
影
響
を
与
え
た
か
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
怪
力
乱
神
を
書
く
こ
と
は
、
知
識
人
に
と
っ
て
少
し
も
や
ま
し
い
事
で
は
な
い
と
宣
言
し
た
最
初
の
人
で
あ
る
」
と
評
価
す
る
。

さ
ら
に
顧
況
が
「
序
」
に
お
い
て
列
挙
し
た
小
説
や
小
説
集
は
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
小
説
と
み
な
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、

『
廣
異
記
』
も
含
め
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
こ
と
を
顧
況
は
明
ら
か
に
し
た
、
と
す
る
。

中
国
固
有
の
「
小
説
」
と
現
代
的
な
意
味
で
の
「
小
説
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
導
入
し
な
が
ら
、
中
国
小
説
史
に
つ
い
て
考
え
る

方
法
は
、
魯
迅
の
『
中
国
小
説
史
略
』
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
中
国
小
説
史
を
論
じ
る
際
に
は
、
よ
く
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る（

（（
（

。
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内
山
氏
が
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
顧
況
の
「
序
」
を
小
説
史
の
資
料
と
し
て
扱
っ
た
点
は
高
く

評
価
で
き
る
が
、
内
山
氏
の
論
考
は
、
上
記
の
二
つ
の
「
小
説
」
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
り
、
論
考
の
中
で
使
用
さ
れ
る
「
小
説
」
が
い

ず
れ
の
小
説
を
指
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
顧
況
の
説
を
「
儒
者
の
小
説
に
対
す
る
感
情
を
根
底
か
ら
覆

す
よ
う
な
発
言
」
で
あ
り
、
顧
況
を
「
怪
力
乱
神
を
書
く
こ
と
は
、
知
識
人
に
と
っ
て
少
し
も
や
ま
し
い
事
で
は
な
い
と
宣
言
し
た
は

じ
め
て
の
人
」
で
あ
る
、
と
評
す
る
が
、
こ
こ
で
も
「
小
説
」
と
「
怪
力
乱
神
を
書
く
こ
と
」
と
を
混
同
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
記
述

以
前
に
、
怪
異
を
記
す
こ
と
に
関
し
、
中
国
の
人
々
あ
る
い
は
儒
者
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
考
察
は
十
分
に

は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
顧
況
の
真
意
を
正
確
に
と
ら
え
る
に
は
、
な
お
慎
重
な
考
察
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

Glen D
udbridge

氏
は
、
白
行
簡
の
『
李
娃
傳
』
に
つ
い
て
論
じ
た 

『T
he tale of Li W

a: study and critical edition of a 

Chinese story from
 the ninth century

』
及
び
『
廣
異
記
』
に
つ
い
て
論
じ
た
『Religious experience and lay society in 

T
’ang China　

–a reading of T
ai Fu ’s K

uang-i  chi

』
に
お
い
て
、「
序
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、「T

he 

background and status of Li W
a

」
と
し
て
、「
李
娃
傳
」
が
書
か
れ
た
背
景
を
分
析
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
書

か
れ
た
沈
既
済
の
「
任
氏
傳
」
や
顧
況
の
「
序
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。D

udbridge

氏
は
、
顧
況
の
「
序
」
は
八
世
紀
後
半
に
、
中

国
の
人
々
が
古
代
よ
り
怪
異
を
記
し
て
き
た
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
理
論
的
根
拠
を
整
理
し
た
文
章
と
解
釈
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

「
序
」
の
第
一
、
第
二
の
部
分
を
引
用
し
、
顧
況
が
漢
代
以
来
の
天
人
相
関
説
に
依
拠
し
、
物
や
人
の
変
化
を
記
す
こ
と
に
は
、
自
然

界
の
様
々
な
異
常
現
象
を
考
察
し
、
政
治
の
得
失
を
知
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
を
教
え
導
く
と
い
う
効
果
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
と
す
る（

（（
（

。

さ
ら
に
『
廣
異
記
』
に
つ
い
て
全
面
的
に
論
じ
た
後
者
の
中
で
は
、「A

 contem
porary view

」
と
し
て
、「
序
」
に
一
章
を
割
い

て
論
じ
て
い
る
。D

udbridge

氏
は
、「
序
」
が
古
代
か
ら
中
唐
ま
で
の
中
国
に
お
い
て
超
自
然
の
出
来
事
を
い
か
に
解
釈
し
て
き
た
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か
と
い
う
歴
史
を
記
し
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、『T

he tale of Li W
a

』
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
が（

（（
（

、
中
唐
期
に
は
、
柳
宗
元
や
劉
禹
錫
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
が
、
天
人
相
関
説
に
対
し
、
疑
問
を
呈
す
動
き
が
始
ま

り
つ
つ
あ
っ
た
が
、「
序
」
は
そ
の
直
前
に
書
か
れ
、
そ
の
兆
し
を
含
ん
で
い
る
が
、
顧
況
の
見
方
は
、
創
造
的
、
実
験
的
な
も
の
で

は
な
く
、
顧
況
自
身
は
、
未
だ
古
い
価
値
観
か
ら
完
全
に
自
由
で
は
な
か
っ
た
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
顧
況
が
「
序
」
で
取

り
上
げ
て
い
る
書
名
は
、
顧
況
が
恣
意
的
に
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
宮
中
の
学
者
や
歴
史
家
に
よ
る
学
術
的
な
裏
付
け
が
あ
る
も
の
で

は
な
い
が
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
一
般
の
人
々
が
怪
異
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
が
わ
か
る
と
述
べ
て
い

る（
（（
（

。以
下
、
本
稿
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
、D

udbridge

氏
の
考
え
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
同
氏
は
、
顧
況
の
説
を
荒
唐
無
稽
と
は

せ
ず
に
、
む
し
ろ
顧
況
が
『
易
』
や
『
荘
子
』
な
ど
多
く
の
文
献
に
基
づ
い
て
「
序
」
の
文
章
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
不
語
怪
力
亂
神
」
に
つ
い
て
も
、『
説
文
解
字
』
な
ど
の
文
章
に
依
拠
し
な
が
ら
、「
不
」
を
「
示
」
と
読
み
、
怪
異
を
語
る
こ
と
を

肯
定
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
顧
況
に
は
積
極
的
に
天
人
相
関
説
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
根
本
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
変

更
の
意
図
は
な
い
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

D
udbridge

氏
の
研
究
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
「
序
」
に
詳
細
な
語
釈
及
び
翻
訳
を
ほ
ど

こ
し
て
お
り
、「
序
」
を
読
み
解
く
上
で
の
基
礎
的
作
業
が
行
わ
れ
た
と
い
う
点
で
非
常
に
重
要
な
論
考
で
あ
る
。
ま
た
、

D
udbridge

氏
は
「
序
」
を
小
説
史
の
資
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
天
人
相
関
説
に
対
す
る
唐
代
の
人
々
の
考
え
方
の
変
化
を
反
映
し

た
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
思
想
史
、
歴
史
学
的
な
文
脈
の
中
で
、「
序
」
を
読
み
解
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る（

（（
（

。
そ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
「
序
」
を
解
釈
す
る
こ
と
で
、「
序
」
を
多
方
面
か
ら
考
察
す
る
場
が
開
か
れ
「
序
」
の
重
要
性
も
明
ら
か
に
さ
れ

た
が
、
一
方
で
、「
序
」
が
『
廣
異
記
』
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
も
そ
も
「
序
」
は
『
廣
異
記
』
の
内
容
を
伝
え
る
た
め
に
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書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
りD

udbridge

氏
の
論
考
で
は
、「
序
」
の
分

析
の
後
に
、
そ
れ
が
『
廣
異
記
』
を
理
解
す
る
ど
の
よ
う
な
手
掛
か
り
と
な
る
か
、
と
い
う
考
察
が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
たD

udbridge

氏
は
、
顧
況
は
、
天
人
相
関
説
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
察
知
し
つ
つ
も
、
顧
況
自
身
は
あ
く

ま
で
従
来
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
通
り
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
筆
者
は
疑
問
に

感
じ
て
い
る
。
む
し
ろ
顧
況
は
も
は
や
天
人
相
関
説
を
信
じ
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
「
序
」
に
お
い
て
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
以
下
の
論
考
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

今
村
与
志
雄
氏
は
、『
唐
宋
伝
奇
集
（
下
）』
の
「
解
説
」
に
お
い
て
、「
序
」
に
触
れ
、
儒
教
で
は
伝
統
的
に
怪
異
や
鬼
神
を
語
る

こ
と
を
避
け
る
教
え
が
あ
り
、
小
説
の
作
者
達
に
と
っ
て
、
し
ば
し
ば
「
大
き
な
無
形
の
足
か
せ
」
と
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
顧
況

の
「
序
」
に
お
い
て
、「
子
不
語
怪
力
亂
神
」
の
「
不
」
字
を
「
示
」
と
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
怪
異
譚
の
復
権
を
試
み
て
い
る
と
す

る
。
し
か
し
こ
の
説
自
身
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
顧
況
は
「
示
」
の
古
文
の
み
を
問
題
と
し
、「
不
」
の
古
文
を
あ
げ
て
お
ら
ず
、

こ
の
点
に
関
し
て
顧
況
の
説
は
、「
ま
っ
た
く
の
強
弁
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
顧
況
が
こ
の
強
弁
を
し
た
の
は
、
顧
況
自
身

が
道
教
を
学
び
、
仏
教
に
も
帰
依
し
て
い
て
、
儒
教
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、
怪
異
に
個
人
的
に
興
味
を
持
ち
、
そ
う

し
た
話
を
捜
し
、
記
し
、
創
作
す
る
人
達
に
共
感
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

富
永
一
登
氏
の
「
顧
況
「
戴
氏
『
広
異
記
』
序
」
に
つ
い
て
」
で
は
、「
序
」
に
つ
い
て
、「
二
つ
の
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
」
と
し
、

「
一
点
は
、
怪
異
譚
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
で
あ
り
、
も
う
一
点
は
、
簡
略
で
は
あ
る
が
志
怪
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
」
と
指
摘
し
、
こ
の
二
点
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
い
る
。
富
永
氏
は
、「
序
」
に
出
て
く
る
典
故
を
詳
細
に
調
査
し
た
う
え
で
、

顧
況
の
「
不
語
怪
力
亂
神
」
の
「
不
」
の
字
を
「
示
」
と
読
む
説
を
、
牽
強
付
会
の
連
想
で
あ
る
が
、「
孔
子
の
お
墨
付
き
を
利
用
す

る
と
い
う
手
段
で
は
あ
る
が
、
怪
異
譚
を
編
纂
し
よ
う
と
い
う
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
内
心
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
か
ず
に
す
む
。
こ
れ
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は
当
時
に
あ
っ
て
は
画
期
的
な
言
辞
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
顧
況
は
、
多
く
の
変
化
の
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、『
捜
神
記
』
の

「
序
」
や
本
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
変
化
の
摂
理
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
欠
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
顧
況
の
目
的
が
単
に
怪

異
を
語
り
記
す
こ
と
へ
の
抵
抗
感
を
排
除
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
廣
異
記
』
以
後
の

唐
代
小
説
が
よ
り
怪
奇
さ
を
追
求
す
る
こ
と
に
弾
み
が
つ
い
た
、
と
す
る
。
ま
た
志
怪
書
の
羅
列
に
つ
い
て
も
、「
顧
況
自
身
が
先
に

例
と
し
て
挙
げ
て
い
た
怪
異
譚
が
含
ま
れ
る
子
部
天
文
・
暦
数
・
五
行
に
関
す
る
書
が
採
録
さ
れ
て
い
な
い
」
が
、
こ
れ
も
ま
た
顧
況

が
あ
る
摂
理
で
怪
異
譚
を
律
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
な
い
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
戴
孚
も
以
下
の
よ
う
な
顧

況
と
同
じ
考
え
方
の
も
と
に
、
怪
異
を
収
集
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
れ
は
「
孔
子
の
認
知
を
受
け
た
も
の
と
す
る
考
え
に
立
ち
、
従
来

の
志
怪
史
を
意
識
し
た
怪
異
譚
の
収
集
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
る
摂
理
で
も
っ
て
怪
異
を
解
明
す
る
と
い
う
意
図
を
有
し
な
い
」
も
の
で

あ
り
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
堂
々
と
幅
広
く
怪
異
を
収
録
し
、
六
朝
志
怪
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
、
よ
り
怪
奇
性
を
追
求
し
た

次
代
の
小
説
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
富
永
氏
の
説
に
関
し
て
は
、
ま
ず
筆
者
は
『
廣
異
記
』
を
す
で
に

作
者
が
虚
構
を
意
識
し
て
書
い
た
小
説
集
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
怪
奇
性
を
追
求
す
る
書
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
賛

成
で
き
な
い（

（（
（

。
ま
た
「
あ
る
摂
理
で
も
っ
て
怪
異
を
解
明
す
る
と
い
う
意
図
を
有
し
な
い
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
顧
況
に
は
そ
の

ほ
か
の
意
図
が
あ
っ
て
「
序
」
を
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

以
上
、「
序
」
に
関
す
る
先
行
研
究
の
内
容
は
、
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
、
内
山
、
今
村
、
富
永
各
氏
とD

udbridge

氏
の
示
し
た

も
の
に
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
、「
示
怪
力
亂
神
」
と
い
う
句
に
着
目
し
、
顧
況
が
怪
異
を
語
る
こ
と
の
後
ろ
め
た
さ
を

払
拭
し
、
堂
々
と
語
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
一
方
で
、
顧
況
が
「
不
」
字
を
「
示
」
と
読
み
換
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

は
、
牽
強
付
会
で
あ
る
と
し
、
全
体
的
に
顧
況
の
説
が
、
干
宝
の
『
捜
神
記
』
の
「
序
」
な
ど
に
比
べ
て
、
怪
異
を
理
論
的
に
説
明
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
に
欠
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、D

udbridge
氏
は
、「
序
」
全
体
を
詳
細
に
検
討
し
、
古
代
か
ら
中
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唐
ま
で
の
間
に
、
中
国
に
お
い
て
超
自
然
の
出
来
事
を
書
く
こ
と
が
い
か
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
変
遷
を
記
し
て
い
る
点
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
しD

udbridge

氏
に
お
い
て
も
、
顧
況
は
、
天
人
相
関
説
と
い
う
古
来
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
そ
の
ま

ま
用
い
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、「
序
」
の
内
容
は
、
同
時
代
に
お
い
て
突
出
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
、
顧
況
の
主
張
を
全

面
的
に
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
の
先
行
研
究
に
関
し
て
、
筆
者
が
こ
の
論
考
に
お
い
て
考
え
た
い
こ
と
は
、
ま
ず
冒
頭
の
部
分
に
つ
い
て
、
内
山
氏
や
富
永
氏

の
よ
う
に
、「
不
」
を
「
示
」
と
読
み
換
え
た
こ
と
の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
の
文
脈
に
考
慮
し
、「
序
」
を
読
み
解
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、『
易
傳
』
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
さ
ら
に
歴
代
の
正
史
の
五
行
志
や
初
唐
に
書
か
れ
た
正
史

の
「
文
苑
傳
」
の
序
文
な
ど
の
文
学
論
と
も
関
係
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
研
究
も
指
摘
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ

れ
を
踏
ま
え
、
冒
頭
の
部
分
全
体
を
再
分
析
し
、D

udbridge

氏
が
指
摘
す
る
の
と
も
異
な
る
顧
況
の
主
張
を
確
認
し
、
こ
れ
を
も
と

に
後
半
の
部
分
の
怪
異
を
語
る
こ
と
に
関
す
る
顧
況
の
考
え
を
読
み
解
き
た
い
。
ま
た
最
後
に
、
従
来
の
研
究
が
、
見
落
と
し
が
ち
で

あ
っ
た
、
本
来
「
序
」
は
、
戴
孚
の
書
い
た
『
廣
異
記
』
と
い
う
書
を
紹
介
す
る
た
め
の
「
序
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
立
ち
返
り
、
全

体
と
し
て
「
序
」
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
文
章
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

4
．『
論
語
』「
子
不
語
怪
力
亂
神
」
及
び
『
説
文
解
字
』「
示
」
字
に
つ
い
て

従
来
、「
序
」
に
お
い
て
、「
不
」
字
を
「
示
」
と
読
み
換
え
る
こ
と
自
体
は
、
牽
強
付
会
の
説
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
し
か
し
顧
況
は
、
進
士
科
の
試
験
に
合
格
す
る
ほ
ど
経
学
に
通
じ
て
お
り
、
顧
況
が
「
子
不
語
怪
力
亂
神
」
の
句
や
『
説

文
解
字
』
の
「
示
」
字
の
記
述
に
関
す
る
従
来
の
解
釈
を
全
く
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
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ま
ず
顧
況
以
前
に
「
子
不
語
怪
力
亂
神
」
を
「
子
示
語
怪
力
亂
神
」
と
す
る
解
釈
は
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
『
説
文
解
字
』「
示
」
字

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い（

（（
（

。

魏
以
前
の
『
論
語
』
の
注
釈
書
を
集
め
た
も
の
と
し
て
代
表
的
な
魏
の
何
晏
が
編
ん
だ
『
論
語
集
解
』、
敦
煌
文
書
の
ス
タ
イ
ン
文

書
、
ペ
リ
オ
文
書
に
残
さ
れ
た
鄭
玄
注
の
写
本
や
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
墓
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
代
の
卜
天
寿
と
い
う
少
年
が

筆
写
し
た
所
謂
「
卜
天
壽
寫
本（

（（
（

」
に
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
説
は
な
か
っ
た
。『
論
語
集
解
』
以
後
の
魏
晋
南
北
朝
期
の
注
釈
を
収
め

た
梁
の
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
で
は
、
皇
侃
は
「
語
」
に
つ
い
て
諸
家
に
見
ら
れ
な
い
説
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
人
が
、『
易

傳
』
の
「
文
言
傳
」
に
お
い
て
、
孔
子
は
、
臣
下
の
者
が
君
子
を
殺
し
、
子
が
父
を
殺
す
と
い
う
、
人
々
を
教
化
す
る
た
め
に
は
、
不

適
切
な
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
と
し
て
、「
不
語
怪
力
亂
神
」
の
句
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
自
ら
発
言
を
す

る
こ
と
が
「
言
」
で
あ
り
、
答
え
る
こ
と
が
「
語
」
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
孔
子
は
、「
怪
力
亂
神
」
に
つ
い
て
言
及

し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
が
話
題
に
上
っ
た
時
に
は
、
応
じ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か

し
こ
の
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
に
見
ら
れ
る
孔
子
の
言
動
の
矛
盾
を
説
明
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
、「
序
」
の
主
張
と
は
、
若

干
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
を
見
る
と
、
現
存
の
資
料
の
中
に
は
、
顧
況
が
参
考
に
し
た
解
釈
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

続
い
て
「
示
」
字
の
方
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
顧
況
は
「
示
」
字
の
古
文
の
形
が
今
文
の
「
不
」
と
似
て
い
た
た
め
に
、「
示
」
が

「
不
」
に
誤
っ
て
読
ま
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
説
文
解
字
』
第
一
篇
上
「
示
」
部
に
、「

、
古
文
示
」
と
あ
る
こ
と
に

基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
不
」
字
の
古
文
は
「

」
で
あ
り
、
そ
の
形
は
似
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
富

永
氏
は
、
こ
の
部
分
を
以
て
、
顧
況
の
説
が
、「
牽
強
付
会
な
連
想
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、「
不
」
字
を
「
示
」
字
と
読
み

換
え
た
の
は
、「
怪
異
を
語
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
君
子
は
怪
異
譚
に
手
を
染
め
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
の
象
徴
的

存
在
で
あ
っ
た
「
子
不
語
」
の
三
字
の
解
釈
を
強
引
に
改
め
て
い
る
」
と
す
る
。
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し
か
し
、
顧
況
が
こ
こ
で
『
説
文
解
字
』
か
ら
許
慎
の
「
示
」
に
対
す
る
解
釈
を
引
い
た
の
は
、
自
説
を
補
強
す
る
根
拠
と
し
て
、

隨
意
に
行
っ
た
こ
と
と
結
論
づ
け
る
前
に
、
も
う
少
し
『
説
文
解
字
』
の
記
述
を
検
討
し
て
み
た
い
。
顧
況
が
引
用
し
た
許
氏
の
説
と

は
、「
天
象
を
垂
れ
、
吉
凶
を
見
わ
す
、
人
に
示
す
所
以
な
り
。
二
に
從
う
、
三
垂
は
日
月
星
な
り
。（
聖
人
）
は
天
文
を
観
て
、
以
て

時
変
を
察
し
、
神
事
を
示
す
な
り
。（
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
所
以
示
人
也
。
從
二
、
三
垂
日
月
星
也
。
觀
乎
天
文
、
以
察
時
變
、
示
神

事
也
。）」
で
あ
る
。
さ
ら
に
元
来
、
こ
の
記
述
は
、『
易
傳
』
の
「
繫
辭
傳
」「
仰
以
觀
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
」、「
賁
彖
傳
」「
觀

乎
天
文
、
以
察
時
變
、
觀
乎
人
文
、
以
化
成
天
下
」
な
ど
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
、「
序
」
を
改
め
て
読
ん

で
み
る
と
、「
序
」
の
冒
頭
の
部
分
は
、
全
体
的
に
『
易
傳
』
に
出
て
く
る
言
葉
を
多
用
し
な
が
ら
、
論
理
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内

容
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
「
序
」
冒
頭
の
「
～
觀
～
、
～
察
～
」
と
い
う
形
は
、『
易
傳
』
の
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
例
え
ば
、

聖
人
以
て
天
下
の
動
を
見
る
こ
と
有
り
て
、
其
の
会
通
を
観
、
以
て
其
の
典
礼
を
行
い
、
辞
を
繋
げ
て
以
て
其
の
吉
凶
を
断
ず
。

聖
人
有
以
見
天
下
之
動
、
而
觀
其
會
通
、
以
行
其
典
禮
、
繫
辭
焉
以
斷
其
吉
凶
。（
繫
辭
上
傳
第
八
章
）

古
者
包
犧
氏
の
天
下
に
王
た
る
や
、
仰
い
で
は
則
ち
象
を
天
に
観
、
俯
し
て
は
則
ち
法
を
地
に
観
、
鳥
獣
の
文
と
地
の
宜
を
観
、

近
く
は
こ
れ
を
身
に
取
り
、
遠
く
は
こ
れ
を
物
に
取
る
。
こ
こ
に
お
い
て
始
め
て
八
卦
を
作
り
、
以
て
神
明
の
徳
を
通
じ
、
以
て

万
物
の
情
を
類
す
。

古
者
麭
犧
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
觀
象
於
天
、
俯
則
觀
法
於
地
、
觀
鳥
獸
之
文
與
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
。
於
是
始
作

八
卦
、
以
通
神
明
之
德
、
以
類
萬
物
之
情
。（
繫
辭
下
傳
第
二
章
）
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と
い
っ
た
言
葉
が
あ
る
。
前
者
は
聖
人
が
世
の
中
の
変
化
を
み
て
、
礼
を
整
え
、
人
々
に
吉
凶
を
示
し
、
最
終
的
に
は
そ
れ
に
従
っ
て
、

法
や
制
度
を
整
え
、
人
々
を
教
化
す
る
こ
と
を
聖
人
の
役
割
と
し
て
述
べ
て
お
り
、
後
者
は
、
包
犧
氏
が
自
然
物
な
ど
の
観
察
を
通
し
、

八
卦
を
発
明
し
た
と
説
明
す
る
。

ま
たD

udbridge

氏
や
富
永
氏
は
触
れ
て
い
な
い
が
、『
漢
書
』
五
行
志
以
下
、
各
正
史
の
五
行
志
、
天
文
志
、
律
暦
志
な
ど
に
お

い
て
も
、
以
下
の
通
り
、
冒
頭
の
議
論
で
『
易
傳
』
を
引
き
、
五
行
志
を
記
す
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

『
漢
書
』「
五
行
志
」
易
曰
、
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
聖
人
象
之
、
河
出
圖
、
洛
出
書
、
聖
人
則
之
。

『
後
漢
書
』「
天
文
志
」
易
曰
、
天
垂
象
、
聖
人
則
之
。
庖
犠
氏
之
王
天
下
、
仰
則
觀
象
於
天
、
俯
則
觀
法
於
地
。

『
魏
書
』「
天
象
志
」
易
稱
、
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
觀
乎
天
文
、
以
察
時
變
。

『
旧
唐
書
』「
天
文
志
」
易
曰
、
觀
乎
天
文
、
以
察
時
變
。

例
え
ば
、『
漢
書
』「
五
行
志
」
は
『
易
傳
』「
繫
辭
傳
」
の
以
下
の
文
章
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
神
物
を
生
じ
て
、
聖
人
之
に
則
り
、
天
地
変
化
し
て
、
聖
人
之
に
效
い
、
天
象
を
垂
れ
吉
凶
を
見
わ
し
、
聖
人
之
に
象
り
、
河

は
図
を
出
し
、
洛
は
書
を
出
し
て
、
聖
人
之
に
則
る
。

天
生
神
物
、
聖
人
則
之
、
天
地
變
化
、
聖
人
效
之
、
天
垂
象
見
吉
凶
、
聖
人
象
之
、
河
出
圖
、
洛
出
書
、
聖
人
則
之
。（
繫
辭
上

傳
第
十
一
章
）
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上
に
引
用
し
た
も
の
も
含
め
、『
易
傳
』
の
文
章
は
、
君
主
の
政
治
の
得
失
に
応
じ
て
天
は
あ
る
現
象
を
起
こ
し
（
天
垂
象
）、
吉
凶

を
現
わ
す
（
見
吉
凶
）、
聖
人
は
そ
れ
を
「
觀
」
て
そ
の
意
味
を
解
釈
す
る
と
い
う
天
と
人
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
易
傳
』
は
、
道
家
な
ど
に
比
べ
、
存
在
論
的
思
索
が
不
得
手
で
あ
っ
た
儒
家
が
、『
易
』
を
儒
家
の
経
典
と
し
て
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
儒
家
の
内
部
に
道
家
の
存
在
論
を
導
入
し
、
ま
た
占
い
の
書
と
し
て
『
易
』
に
備
わ
る
宗
教
性
を
も
取
り
入
れ
よ
う

と
し
た
た
め
に
、
漢
代
に
儒
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
で
あ
る（

（（
（

。
中
で
も
、「
繋
辭
傳
」
は
『
易
』
全
体
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
く
に
聖
人
が
天
道
、
神
道
と
い
っ
た
形
而
上
の
道
を
把
握
し
、
こ
れ
を
概
念
化
し
て
人
々
に
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
主
張
し
、

そ
の
表
れ
と
し
て
の
『
易
』
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
以
後
『
易
傳
』
の
示
す
考
え
方
は
、
漢
代
、
董
仲
舒
ら
が
天
人
相
関

説
を
整
え
て
い
く
際
に
、
黄
老
学
派
の
思
想
や
陰
陽
五
行
思
想
な
ど
と
と
も
に
、
積
極
的
に
儒
家
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く（

（（
（

。
例
え
ば
、

天
人
相
関
説
で
は
、
国
家
に
お
い
て
、
君
主
が
道
を
過
っ
た
場
合
、
天
は
そ
れ
を
察
知
し
て
、
君
主
に
譴
告
を
す
る
。
そ
の
譴
告
は
、

蝗
の
大
発
生
な
ど
の
自
然
災
害
と
な
っ
て
現
れ
る
（
天
譴
説
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
上
記
に
引
用
し
た
よ
う
な
「
繋
辭
傳
」

の
文
章
は
、
天
か
ら
示
さ
れ
る
警
告
を
聖
人
が
読
み
と
り
、
解
釈
し
、
一
般
の
人
々
に
伝
え
、
人
々
を
良
き
方
向
に
導
く
と
い
う
天
と

人
と
の
関
係
を
記
し
て
い
る
と
さ
れ
、
歴
代
の
正
史
の
五
行
志
の
冒
頭
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
『
易
傳
』
の
言
葉
を
冒
頭
の
議
論
で
引
用
す
る
も
の
と
し
て
、
唐
代
の
文
論
、
と
り
わ
け
初
唐
に
多
く
編
纂
さ
れ
た
南

北
朝
期
の
正
史
の
「
文
學
傳
」
や
「
文
苑
傳
」
の
序
文
が
あ
る
。

例
え
ば
、

姚
思
廉
『
陳
書
』「
文
學
傳
序
」
易
曰
、
觀
乎
人
文
以
化
成
天
下
、
孔
子
煥
乎
其
有
文
章
也
。

李
百
薬
『
北
齊
書
』「
文
苑
傳
序
」
夫
玄
象
著
明
、
以
察
時
變
、
天
文
也
。
聖
達
立
言
、
化
天
下
、
人
文
也
。
達
幽
顯
之
情
、
明
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天
人
之
際
、
其
在
乎
文
。

魏
徴
『
隋
書
』「
文
學
傳
序
」
易
曰
、
觀
乎
天
文
、
以
察
時
變
、
觀
乎
人
文
、
以
化
成
天
下

な
ど
で
あ
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
な
『
易
傳
』
の
「
古
者
包
犧
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
觀
象
於
天
、
俯
則
觀
法
於
地
、
觀
鳥
獸
之
文
與
地
之
宜
、
近

取
諸
身
、
遠
取
諸
物
。
於
是
始
作
八
卦
、
以
通
神
明
之
德
、
以
類
萬
物
之
情
」
と
い
う
文
章
は
、
包
犧
氏
が
天
や
地
、
鳥
獣
の
文
と
い

う
自
然
に
あ
る
も
の
を
象
（
な
ぞ
ら
）
え
、
八
卦
を
作
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
自
然
の
事
物
や
人
々
の
感
情
を

言
葉
で
表
す
詩
作
や
文
学
の
営
み
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
『
易
傳
』
が
『
易
』
を
解
釈
す
る
言
葉
も
、
文
学
思
想

に
も
影
響
を
与
え
た（

（（
（

。
そ
の
た
め
劉
勰
『
文
心
雕
龍（

（（
（

』
や
蕭
統
「『
文
選
』
序
」
な
ど
多
く
の
文
学
理
論
書
に
お
い
て
『
易
傳
』
の
言

葉
が
引
用
さ
れ
た
り
、
理
論
の
骨
子
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
お
お
よ
そ
以
下
の
二
点
が
『
易
傳
』
の
影
響
の

も
と
に
主
張
さ
れ
た
。
一
点
は
、『
易
傳
』
は
『
易
』
を
万
象
を
網
羅
し
、
説
明
し
得
る
書
と
考
え
、『
易
』
を
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ

の
営
み
と
同
じ
よ
う
に
聖
人
が
、
正
し
く
自
然
や
宇
宙
を
観
察
し
、
そ
れ
を
文
彩
の
あ
る
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
の
包
括
性
、

偉
大
さ
を
表
し
得
る
と
す
る
。
二
点
目
は
、
そ
の
よ
う
な
聖
人
の
伝
え
る
文
は
、
人
々
に
進
む
べ
き
正
し
い
道
を
示
し
得
る
と
い
う
教

化
性
を
文
の
用
と
し
て
も
つ
と
い
う
。
上
に
示
し
た
初
唐
の
文
学
論
に
お
い
て
も
、『
易
傳
』
の
引
用
は
、
全
て
文
の
起
源
を
説
き
起

こ
し
、
そ
の
営
み
を
聖
人
が
行
う
理
想
的
な
形
を
現
わ
す
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

し
か
し
一
方
で
、
古
川
末
喜
氏
は
、
こ
れ
ら
の
初
唐
の
史
官
に
よ
る
文
学
論
を
詳
細
に
検
討
し
た
論
考
に
お
い
て
、
儒
教
国
家
で
あ

る
前
近
代
の
中
国
で
は
儒
家
に
限
ら
ず
、
い
つ
の
世
で
も
い
ず
れ
の
処
で
も
誰
も
が
文
学
の
効
用
性
に
つ
い
て
発
言
す
る
の
が
普
通
で

あ
り
、
以
上
の
よ
う
に
史
官
達
が
『
易
傳
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
特
別
視
す
る
こ
と
に
は
慎
重
を
要
す
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
近
代
以
前
の
中
国
に
お
い
て
文
学
論
に
儒
教
的
な
要
素
が
あ
る
事
自
体
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、「
む
し
ろ

問
題
に
す
べ
き
は
そ
の
儒
教
的
要
素
の
量
と
質
で
あ
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
儒
教
以
外
の
要
素
で
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
要
素
が
ど
れ
ぐ
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
」
で
あ
る
と
い
う（

（（
（

。

つ
ま
り
『
易
傳
』
を
引
用
し
、
文
の
理
想
形
、
文
の
本
来
的
な
効
用
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
あ
る
も
の
は
、
そ
の
理
想
形
に
近
づ
く

こ
と
を
主
張
し
、
あ
る
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
の
変
化
を
認
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
各
々
の
文
学
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
筆
者
の
主
張
は
、『
易
傳
』
の
引
用
後
に
表
明
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、『
易
傳
』
の
言
葉
は
、
文
を
は
じ
め
る
際
の
常
套

句
と
し
て
の
役
割
し
か
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
序
」
に
お
い
て
は
、『
易
傳
』
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
に
用
い
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

改
め
て
顧
況
の
「
序
」
の
冒
頭
の
部
分
を
検
討
し
て
み
た
い
。「
序
」
で
は
、
そ
も
そ
も
の
関
係
と
し
て
、
五
行
の
乱
れ
が
あ
れ
ば
、

聖
人
は
怪
力
乱
神
を
示
し
、
礼
楽
に
則
っ
て
政
治
を
行
い
、
聖
人
の
道
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
正
そ
う
と
し
た
（
其
有
干
元
気
、
汨

五
行
、
聖
人
所
以
示
怪
力
亂
神
、
禮
樂
行
政
、
著
明
聖
道
以
糾
之
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
天
人
相
関

説
の
仕
組
み
、
そ
の
中
で
の
聖
人
の
役
割
、
つ
ま
り
天
が
示
す
形
を
超
え
た
事
柄
を
解
釈
し
、
言
葉
で
人
々
に
示
し
伝
え
る
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
来
そ
の
よ
う
な
聖
人
の
言
葉
が
最
も
完
成
さ
れ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
易
』
な
ど

の
経
書
あ
る
い
は
そ
れ
に
解
説
を
施
し
た
『
易
傳
』
な
ど
に
書
か
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
序
」
で
は
、
そ
の
聖
人
が
示
し

た
言
葉
が
「
怪
力
乱
神
」
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
易
』
や
『
易
傳
』、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
理
論
を
踏
ま
え

て
書
か
れ
た
「
五
行
志
」
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
「
怪
力
乱
神
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
「
序
」
の
解
釈
で
は
、「
子
不
語
」
を
「
子
示
語
」
と
主
張
し
た
そ
の
言
葉
ば
か
り
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
し
て
従
来

顧
況
は
堂
々
と
「
怪
力
乱
神
」
を
述
べ
る
こ
と
を
主
張
し
た
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
上
に
見
た
よ
う
に
、
言
葉
の
み
に
注
目
す
る
の
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で
は
な
く
、
そ
れ
が
述
べ
ら
れ
た
文
脈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
顧
況
は
、
天
人
相
関
説
の
文
脈
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
聖
人
が
伝
え
て
き
た

よ
う
な
神
聖
な
言
葉
こ
そ
が
「
怪
力
乱
神
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
い
う
「
怪
力
乱
神
」
は
、
孔
子
が

「
敬
鬼
神
而
遠
之
」、「
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
」
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
語
ら
な
か
っ
た
超
自
然
や
鬼
神
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
る
と
、
顧
況
の
説
は
、
怪
異
を
語
る
こ
と
を
堂
々
と
宣
言
し
た
と
い
う
説
よ
り
も
さ
ら
に
大
胆
に
見
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
顧
況
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
次
節
で
は
、
時
代
背
景
と
の
関
わ
り
か
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

5
．
顧
況
の
真
意―

時
代
背
景
と
の
関
わ
り
か
ら

D
udbiridge

氏
も
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
中
唐
、
徳
宗
期
（
在
位
七
七
九―

八
〇
五
年
）、
柳
宗
元
（
七
七
三―

八
一
九
年
）「
天

説
」、
劉
禹
錫
（
七
七
二―

八
四
二
年
）「
天
論
」
な
ど
に
よ
っ
て
天
人
相
関
説
に
対
す
る
疑
問
が
本
格
的
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
彼

ら
に
先
立
つ
人
々
、
例
え
ば
古
文
運
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
蕭
穎
士
（
七
一
七―

七
六
〇
年
）
や
賈
至
（
七
一
八―

七
七
二

年
）
や
『
通
典
』
の
編
者
と
し
て
著
名
な
杜
佑
（
七
三
五―

八
一
二
年
）
等
に
お
い
て
も
、
天
人
相
関
説
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て

お
り
、
柳
宗
元
ら
も
そ
れ
ら
の
議
論
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
顧
況
と
同
時
代
の
人
々

で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
の
天
人
相
関
説
に
関
す
る
議
論
や
そ
れ
を
生
み
出
し
た
時
代
的
な
背
景
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧
況
の
主
張

の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い（

（（
（

。

漢
代
か
ら
六
朝
期
に
か
け
、
国
家
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
機
能
し
て
い
た
天
人
相
関
説
に
対
し
、
中
唐
以
前
に
も
、
す
で
に
批

判
的
、
否
定
的
な
議
論
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
盛
唐
、
劉
知
機
（
六
六
一―

七
二
一
年
）『
史
通
』
に
お
い
て
は
、
巻
三

「
書
志
」
に
お
い
て
、『
漢
書
』「
五
行
志
」
の
記
事
の
妥
当
性
や
そ
れ
に
施
さ
れ
た
董
仲
舒
や
京
房
、
劉
向
ら
の
見
解
の
矛
盾
を
批
判
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し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
同
書
巻
十
九
に
は
「
五
行
志
錯
誤
」・「
五
行
志
雜
駁
」
と
い
う
章
を
設
け
具
体
的
な
事
象
に
対
し
、
批
判
を

行
っ
て
い
る
が
、
劉
知
機
の
批
判
は
、
天
人
相
関
説
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
事
象
へ
の
不
適
切
な

解
釈
に
限
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
中
唐
期
に
な
る
と
、
天
と
人
と
の
関
係
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
契
機
の
一

つ
と
し
て
、
安
史
の
乱
（
七
五
五―

七
六
三
年
）
に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

本
来
、
天
人
相
関
説
に
お
い
て
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
国
家
に
関
す
る
事
象
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
判
断
は
、
国
家
で
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
、
個
人
が
か
か
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
安
史
の
乱
に
よ
る
国
家
の
混
乱
に
応
じ
、
人
心
は
乱
れ
、
人
々
は

天
文
、
図
讖
、
卜
筮
、
災
祥
な
ど
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
符
命
や
天
文
図
讖
な
ど
の
類
が
民
間
に
ば
ら
ま
か
れ
、
私
蔵
さ
れ

る
事
態
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
代
宗
の
大
歴
年
間
（
七
六
六―

七
七
九
年
）
に
、
政
府
は
こ
う
し
た
書
の
私
蔵
を
禁
ず
る
「
禁
蔵
天
文
圖

讖
制
」（
常
兗
（
七
二
九―

七
八
三
年
）
著
、『
文
苑
英
華
』
巻
四
六
五
）
と
い
う
詔
勅
を
出
し
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
一
方
粛
宗
（
在
位
七
五
六―
七
六
二
年
）、
代
宗
（
在
位
七
六
二―

七
七
九
年
）
と
い
っ
た
皇
帝
自
身
も
陰
陽
鬼
神
や

仏
教
を
信
仰
し
、
政
治
の
判
断
も
卜
筮
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た（

（（
（

。

し
か
し
朝
廷
で
は
、
徳
宗
の
治
世
に
至
り
、
仏
教
や
卜
筮
に
頼
っ
て
い
た
前
代
ま
で
の
政
治
に
批
判
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
徳

宗
自
身
、
仏
教
や
卜
筮
な
ど
の
迷
信
に
対
し
、
批
判
的
な
立
場
を
取
り
、
政
治
の
現
場
か
ら
の
排
除
に
努
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
建
中
四

年
（
七
八
三
年
）
朱
泚
（
？―

七
八
四
年
）
の
乱
が
起
こ
り
、
徳
宗
は
都
を
追
わ
れ
、
朱
泚
が
皇
帝
を
名
乗
る
事
態
が
起
こ
る
と
、
徳

宗
は
こ
れ
を
機
会
に
、
占
書
、
算
術
を
信
じ
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
な
が
ら
、
国
家
の
興
亡
は
天
命
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
徳
宗
の
側
近
、
陸
贄
（
七
五
四―

八
〇
五
年
）
は
、「
論
敘
遷
幸
之
由
狀
」（『
全
唐
文
』
巻
四
六
七
）
な
ど
の

文
章
に
お
い
て
、
ま
ず
人
事
の
得
失
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
天
命
の
吉
凶
が
決
ま
る
の
で
あ
り
、
徳
宗
の
、
人
事
の
得
失
と
関
わ
ら

ず
、
決
定
論
的
に
天
命
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
反
対
し
、
為
政
者
の
徳
、
行
動
こ
そ
が
天
命
を
決
め
る
も
の
で
あ
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る
と
進
言
し
た（

（（
（

。
し
か
し
徳
宗
は
乱
の
平
定
後
も
こ
の
考
え
を
改
め
る
こ
と
は
な
く
、
少
な
か
ら
ず
、
朝
廷
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
徳
宗
の
宰
相
で
あ
り
、
顧
況
が
朝
廷
に
入
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
李
泌
も
、
天
命
を
信
じ
る
徳
宗
に
対
し
、

天
命
の
存
在
そ
の
も
の
は
否
定
す
べ
き
で
な
い
が
、
君
主
、
宰
相
が
そ
の
こ
と
に
言
及
す
れ
ば
、
礼
楽
刑
政
を
以
て
世
の
中
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
国
家
を
滅
亡
に
導
く
と
進
言
し
て
い
る（

（（
（

。

そ
の
一
方
で
、
儒
教
的
世
界
観
を
再
確
認
し
、
儒
家
思
想
に
よ
っ
て
世
の
中
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
た
。
中
唐
の
新

し
い
春
秋
学
や
古
文
運
動
の
先
駆
け
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
蕭
穎
士
や
李
華
（
七
一
五―

七
七
四
年
）、
賈
至
ら
は
、
天
を
い
ず
れ
も
国

家
の
興
亡
を
主
宰
す
る
も
の
と
し
て
、
天
と
人
と
の
関
係
を
否
定
し
て
は
い
な
い
が
、
蕭
穎
士
は
、『
春
秋
』
に
お
け
る
褒
貶
の
意
義

を
強
調
し
、
李
華
は
、
君
子
が
天
意
を
求
め
る
の
は
、
民
衆
の
安
寧
を
は
か
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
基
準
に
君
主
に
自
省
を
求

め
た
。
ま
た
賈
至
は
、
天
意
を
認
め
つ
つ
も
、
国
家
の
興
亡
を
決
定
す
る
の
は
、
人
材
登
用
に
あ
る
と
見
て
、
国
家
の
存
亡
は
天
命
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
彼
ら
を
継
い
で
、『
春
秋
』
研
究
を
深
化
さ
せ
た
啖
助
（
七
二
四―

七
七

〇
年
）、
趙
匡
（
生
没
年
不
詳
）、
陸
淳
（
？―
八
〇
六
年
）
ら
は
、
天
は
国
家
の
興
亡
を
主
宰
す
る
存
在
で
は
な
く
、
た
だ
民
を
生
み

出
す
存
在
と
し
て
捉
え
、
そ
の
民
に
対
す
る
責
任
を
負
う
君
主
は
、『
春
秋
』
を
主
体
的
に
学
び
、
実
際
の
政
治
に
生
か
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
主
張
し
た（

（（
（

。
ま
た
「
任
氏
傳
」
の
作
者
で
あ
る
沈
既
済
（
七
五
〇
？―

八
〇
〇
年
？
）
は
、
天
は
万
物
を
生
み
出
す
が
、

そ
の
生
み
出
す
も
の
は
、
善
は
少
な
く
、
悪
が
多
い
と
し
、
天
は
も
は
や
人
に
秩
序
を
与
え
る
存
在
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
に
悪
と
混

乱
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
天
を
制
御
す
る
の
が
、
人
間
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と
な
り
、
人
間
の
生
得
的
な
資
質

を
の
ば
す
た
め
に
は
、
情
欲
を
抑
え
、
各
々
の
主
体
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

一
方
古
文
派
の
一
人
と
さ
れ
る
権
徳
輿
（
七
六
一―

八
一
八
年
）
は
、
国
家
の
興
亡
を
主
宰
す
る
よ
う
な
天
の
存
在
を
認
め
な
い
が
、

人
の
性
や
命
は
、
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
絶
対
的
な
も
の
と
考
え
た
。
さ
ら
に
杜
佑
は
、
天
は
民
を
生
み
出
す
存
在
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
民



89

顧況「戴氏廣異記序」について

を
導
く
の
は
、
君
主
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
た
。
杜
佑
は
、
こ
う
し
た
人
事
を
重
ん
じ
る
考
え
方
か
ら
、
様
々
な
制
度
の
起
源
と
変
遷

を
記
し
た
『
通
典
』
を
編
ん
だ
。

こ
う
し
た
古
文
派
や
春
秋
学
派
の
人
々
の
思
索
を
受
け
て
、
柳
宗
元
、
劉
禹
錫
は
天
と
人
と
の
関
係
に
関
す
る
考
察
を
さ
ら
に
深
め

た
。
柳
宗
元
は
、
神
や
人
格
的
な
天
を
個
人
の
力
の
足
り
な
い
も
の
が
頼
る
人
々
が
作
り
出
し
た
虚
構
の
概
念
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、

天
は
地
を
覆
う
容
器
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
来
的
に
天
と
人
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
し
た
。
一
方
劉
禹
錫
は
、
天
は
万
物
の
生

殖
を
司
る
も
の
で
あ
り
、
人
は
法
制
の
是
非
を
運
用
す
る
こ
と
に
あ
り
、
法
が
よ
く
行
わ
れ
れ
ば
人
は
天
に
勝
ち
、
法
が
緩
め
ば
天
が

人
に
勝
つ
と
し
た
。
ま
た
人
が
生
来
備
え
て
い
る
能
力
も
「
天
」
で
あ
り
、
人
間
は
人
為
に
よ
っ
て
先
天
的
な
も
の
の
制
約
を
克
服
す

る
営
み
が
人
の
文
化
で
あ
る
と
考
え
た
。
人
間
は
万
物
を
貫
く
「
理
」
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
世
界
を
運
営
し
、
天
に
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
柳
宗
元
が
天
と
人
を
無
関
係
と
し
た
の
に
対
し
、
天
と
人
と
の
運
動
的
な
関
係
を
提
示
し
た
点
で
従
来
の

天
人
相
関
説
と
も
異
な
る
考
え
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
人
相
関
説
へ
の
疑
問
は
、
安
史
の
乱
終
息
後
も
収
ま
ら
な
い
社
会
不
安
の
中
で
、
民
間
に
卜
筮
、
算
術
が
流
行
し
、

そ
れ
が
政
治
の
場
に
も
及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
問
題
と
化
し
、
そ
れ
に
対
し
、
天
と
人
と
の
関
係
を
考
え
直
す
議
論
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
陸
贄
の
「
論
敘
遷
幸
之
由
狀
」
で
は
、
徳
宗
が
国
家
の
興
亡
は
、
天
命
に
あ
り
、
朱
泚
の
乱
の
原
因
は
、

人
事
に
拠
ら
な
い
（
聖
旨
又
以
家
國
興
衰
、
皆
有
天
命
、
今
遇
此
厄
運
、
應
不
由
人
者
）
と
い
う
の
に
対
し
、
自
分
は
、
占
い
や
秘
術

の
類
に
は
、
詳
し
く
な
い
の
で
、「
諸
典
籍
」
に
基
づ
く
と
説
明
を
す
る
（
臣
志
性
介
劣
、
學
識
庸
淺
、
凡
是
占
算
秘
術
、
都
不
涉
其

源
流
、
至
於
興
衰
大
端
、
則
嘗
聞
諸
典
籍
）
と
述
べ
た
。
陸
贄
の
言
う
「
諸
典
籍
」
と
は
、『
尚
書
』
や
『
易
』
な
ど
の
経
書
で
あ
る
。

つ
ま
り
陸
贄
は
、
徳
宗
の
誤
り
は
、
い
か
が
わ
し
い
占
い
や
秘
術
に
依
拠
し
、
未
来
を
予
測
し
た
こ
と
に
あ
り
、
六
経
な
ど
の
経
書
に
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基
づ
け
ば
、
誤
り
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
徳
宗
が
行
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
す
で
に
前
漢
末
に
行
わ
れ
て
い
た
。
天
が
示
し
た
異

常
現
象
に
対
す
る
解
釈
は
、
本
来
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
施
さ
れ
る
も
の
で
、
儒
家
は
、
災
異
や
怪
異
か
ら
恣
意
的
に
未
来

を
予
測
す
る
こ
と
に
は
、
抑
制
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
漢
末
、
元
帝
（
在
位
前
四
八―

前
三
三
年
）
の
頃
に
は
、
京
房
ら
の
易
学
者

に
よ
っ
て
、
災
異
や
怪
異
を
、
未
来
予
言
と
し
て
解
釈
す
る
讖
緯
説（

（（
（

が
流
行
し
た
。
例
え
ば
王
莽
は
、
讖
緯
説
を
利
用
し
、
自
ら
を
皇

帝
と
す
る
よ
う
に
と
の
符
命
が
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
た
と
し
て
、
自
己
を
正
当
化
し
、
漢
王
朝
を
簒
奪
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る
。
ま
た
漢
を
再
興
し
た
光
武
帝
も
讖
緯
説
を
用
い
、
そ
の
後
、
後
漢
の
朝
廷
で
は
歴
代
皇
帝
が
讖
緯
説
を
信
じ
、
皇
帝
権

威
の
神
聖
化
が
行
わ
れ
た
。
讖
緯
説
は
、
易
姓
革
命
の
政
権
交
代
を
合
理
づ
け
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
禁
圧
さ
れ
た
が
、
緯
書
は
、

経
学
の
総
合
解
釈
に
必
要
と
さ
れ
、
漢
魏
以
来
の
注
釈
書
に
多
く
現
わ
れ
、
そ
の
集
成
で
あ
る
『
五
経
正
義
』
に
多
数
引
用
さ
れ
て
い

る
。ま

た
板
野
長
八
氏
は
、
さ
ら
に
遡
り
、
漢
代
に
儒
教
が
『
易
傳
』
を
経
典
化
し
た
時
点
で
、「
易
の
聖
人
が
天
道
・
神
道
た
る
形
而

上
の
道
を
形
而
下
の
器
に
よ
っ
て
把
握
し
て
人
に
伝
え
る
こ
と
は
、
聖
人
が
天
・
神
明
と
交
わ
り
、
天
・
神
明
の
働
き
に
あ
ず
か
る
こ

と
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
一
個
の
呪
術
で
あ
」
り
、
こ
の
こ
と
は
「
易
の
聖
人
と
し
て
は
も
と
よ
り
当
然
で
あ
」っ
た
が
、「
た

だ
こ
の
聖
人
が
単
に
易
の
聖
人
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
儒
家
の
聖
人
で
あ
っ
て
、
鬼
神
を
敬
遠
し
、
性
と
天
道
と
を
言
わ
な
い
と
さ
れ
た

孔
子
の
教
を
祖
述
す
る
儒
家
の
聖
人
と
し
て
は
極
め
て
特
殊
で
あ
る（

（（
（

」
と
『
易
』
を
取
り
入
れ
た
後
の
儒
教
が
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た

神
秘
的
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
。

安
史
の
乱
以
後
の
儒
教
改
革
を
唱
え
た
人
々
が
、
直
面
し
て
い
た
の
は
、
朝
廷
に
ま
で
入
り
込
ん
だ
算
術
や
占
書
の
流
行
を
き
っ
か

け
と
し
な
が
ら
も
、
漢
代
以
来
の
天
人
相
関
説
へ
の
信
頼
が
薄
ら
い
で
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
彼
ら
の
多
く
が
、
天
と
人
と
の
関

係
を
問
い
直
し
、
個
々
人
の
自
省
、
学
習
を
重
ん
じ
た
の
は
、
天
と
人
と
の
間
を
媒
介
す
る
神
秘
的
な
仕
組
み
を
最
早
信
じ
る
こ
と
が
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で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

顧
況
も
恐
ら
く
こ
の
こ
と
を
感
じ
て
い
た
一
人
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
再
び
「
序
」
の
冒
頭
に
戻
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
顧
況
は

本
来
聖
人
が
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
、
天
と
人
と
の
関
係
、
変
化
の
兆
し
を
観
察
す
る
と
い
う
行
為
を
、「
予
」
す
な
わ
ち
自
ら
が

行
う
と
述
べ
て
い
る
（
予
欲
觀
天
人
之
際
、
察
變
化
之
兆
）。
こ
れ
は
、『
易
傳
』
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
「
怪
力
乱
神
」

で
あ
る
、
と
記
し
た
こ
と
と
併
せ
て
み
る
と
、
顧
況
も
『
易
傳
』
が
示
す
よ
う
な
聖
人
を
媒
介
と
し
た
天
と
人
と
の
関
係
を
信
じ
て
お

ら
ず
、
天
と
人
と
の
関
係
、
変
化
に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
顧
況
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
論
」（『
全
唐
文
』
巻
五
二
九
）
と
い
う
文
章
か
ら
も
窺
え
る
。「
陰
陽
不
測
之
謂
神
＝

陰
陽
測
ら
れ
ず
、
之
を
神
と
謂
う
」
と
は
「
繋
辭
傳
」
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
、
一
般
に
陰
陽
が
循
環
、
運
動
、
変
化
す
る
そ
の
事
由
は

わ
か
ら
な
い
、
こ
れ
を
形
容
し
て
「
神
」
と
い
う
と
解
釈
さ
れ
る
。
一
方
顧
況
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
論
」、
冒
頭
『
史
記
』
の
「
暦

書
」
の
記
述
に
基
づ
き
、
黄
帝
が
甲
子
、
星
暦
を
作
っ
た
と
い
う
暦
の
歴
史
を
述
べ
る
。
そ
し
て
漢
代
以
後
出
現
し
た
「
君
平
、
季
主
、

張
衡
（
中
略
）
干
宝
、
楽
房
」
な
ど
陰
陽
家
の
名
を
あ
げ
、
班
固
の
「
陰
陽
は
拘
忌
多
く
、
以
て
益
な
し
と
す
（
陰
陽
多
拘
忌
、
以
無

益
）」
と
い
う
『
漢
書
』「
芸
文
志
」
陰
陽
家
の
解
釈
を
引
用
し
た
後
、「
古
の
陰
陽
を
論
じ
た
も
の
は
、
神
人
を
和
し
、
風
雨
に
従
い
、

農
作
物
を
つ
く
り
、
災
害
を
除
く
役
割
を
も
っ
て
い
た
が
、
後
の
学
者
は
た
だ
誇
張
し
た
説
を
と
な
え
、
自
戒
す
る
こ
と
な
く
、
親
疎

の
道
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
逆
順
の
理
に
精
通
す
る
こ
と
な
く
、
性
命
の
分
に
達
す
る
こ
と
が
な
い（

（（
（

」
と
陰
陽
の
学
が
、
本
質
を
忘
れ
、

煩
雑
な
物
忌
み
を
専
ら
に
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
す
る
。
さ
ら
に
は
歴
代
王
朝
の
暦
法
の
違
い
を
指
摘
し
、「
吾
は
誰
に
帰
せ
ん
や

（
吾
誰
歸
）」
と
い
い
、
あ
る
い
は
春
秋
晋
の
大
夫
士
会
が
、
一
人
で
姓
を
三
回
変
え
、
氏
を
五
回
変
え
た
と
い
う
例
を
は
じ
め
と
し
て
、

姓
を
何
度
も
変
え
た
例
を
根
據
に
姓
名
判
断
へ
の
疑
問
を
呈
す
る
。
そ
し
て
神
明
の
状
態
に
至
る
に
は
、
自
ら
の
修
養
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
顧
況
は
、
本
や
注
釋
は
あ
く
ま
で
も
、
助
け
に
し
か
な
ら
ず
、
自
ら
が
心
を
正
し
、
平
静
に
保
つ
な
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ら
ば
、
神
明
の
状
態
に
な
れ
る
だ
ろ
う
と
、
自
力
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
仏
法
の
み
が
、
人
間
を
そ
の
よ
う
な
心
持
ち
に

導
く
こ
と
が
で
き
る
と
結
論
づ
け
る
。

陰
陽
の
学
が
、
俗
説
を
受
け
入
れ
、
そ
の
本
質
か
ら
遠
く
遠
ざ
か
っ
て
い
る
様
は
、
上
に
見
て
き
た
徳
宗
の
朝
廷
の
現
実
と
重
な
る

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
顧
況
が
仏
教
に
解
決
法
を
求
め
て
い
る
と
は
い
え
、
自
ら
の
力
で
の
解
決
を
重
ん
じ
る
態
度
は
、
上
に

見
て
き
た
儒
教
改
革
者
達
の
考
え
に
通
じ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
顧
況
が
「
序
」
に
お
い
て
、「
聖
人
が
怪
力
乱
神
を
示
す
」
と

述
べ
た
の
は
、
徳
宗
期
に
お
け
る
朝
廷
、
社
会
の
混
乱
を
反
映
す
る
と
同
時
に
、
漢
代
以
降
の
儒
教
が
も
つ
神
秘
的
な
要
素
を
根
本
的

な
矛
盾
と
し
て
指
摘
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
顧
況
が
「
示
語
怪
力
乱
神
」
と
い
う
人
を
驚
か
せ
る
よ
う

な
表
現
を
使
っ
た
の
は
、『
易
傳
』
や
歴
代
の
正
史
の
「
五
行
志
」
に
お
い
て
、
神
秘
的
な
こ
と
に
触
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
方
で
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
と
言
っ
て
き
た
儒
家
の
矛
盾
を
皮
肉
る
こ
と
で
、
文
字
通
り
、
怪
力
乱
神
は
教
化
の
役
に
立
た
な
い

か
ら
否
定
す
る
と
い
う
態
度
も
否
定
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
人
々
は
怪
異
を
記
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
顧
況
自
ら
探
っ
て
い
る
の
が
、
続

く
Ⅱ
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

6
．
怪
異
を
語
り
、
志
す
歴
史

富
永
氏
は
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
部
分
に
つ
い
て
、『
淮
南
子
』、『
春
秋
左
氏
傳
』、『
荘
子
』、『
捜
神
後
記
』
な
ど
様
々
な
書
か
ら
引
用
さ
れ

た
様
々
な
変
化
の
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
が
「
黄
帝
、
舜
帝
、
湯
王
、
孔
子
、
漢
の
文
帝
を
例
に
記
し
、
妖
異
鬼
神
が
聖

人
天
子
も
関
心
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
」、「
怪
異
を
語
り
記
す
こ
と
へ
の
抵
抗
感
の
排
除
を
ね
ら
っ
た
」
も
の
で
あ
る
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と
い
う
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
顧
況
は
す
で
に
こ
う
し
た
、
怪
異
を
記
す
こ
と
へ
の
う
し
ろ
め
た
さ
と
そ

の
裏
返
し
の
意
味
で
の
権
威
付
け
、
教
化
の
た
め
と
い
っ
た
言
い
訳
に
は
縛
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
れ
で
は
、
こ

の
部
分
に
は
、
顧
況
の
ど
の
よ
う
な
考
え
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅱ
に
あ
げ
ら
れ
た
多
く
の
変
化
の
実
例（

（（
（

に
つ
い
て
、
富
永
氏
は
、

『
抱
朴
子
』「
論
仙
篇
」
に

若
謂
人
稟
正
性
、
不
同
凡
物
、
皇
天
賦
命
、
無
有
彼
此
、
則
牛
哀
成
虎
、
楚
嫗
為
黿
、
枝
離
為
柳
、
秦
女
為
石
、
死
而
更
生
、
男

女
易
形
、
老
彭
之
壽
、
殤
子
之
夭
、
其
何
故
哉
。

と
あ
る
の
や
、『
隋
書
』
巻
七
七
「
隠
逸
傳
」（
李
士
謙
）
に

佛
經
云
輪
轉
五
道
、
無
復
窮
已
、
此
則
賈
誼
所
言
、
千
變
萬
化
、
未
始
有
極
、
忽
然
為
人
之
謂
也
。
佛
道
未
東
、
而
賢
者
已
知
其

然
矣
。
至
若
鯀
為
黃
熊
、
杜
宇
為
鶗
鴂
、
褒
君
為
龍
、
牛
哀
為
獸
、
君
子
為
鵠
、
小
人
為
猿
、
彭
生
為
豕
、
如
意
為
犬
、
黃
母
為

黿
、
宣
武
為
鼈
、
鄧
艾
為
牛
、
徐
伯
為
魚
、
鈴
下
為
烏
、
書
生
為
蛇
、
羊
祜
前
身
、
李
氏
之
子
、
此
非
佛
家
變
受
異
形
之
謂
邪
。

と
あ
げ
る
の
と
、
例
が
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
たD

udbridge

氏
も
『T

ale of Li W
a

』
に
お
い
て
、
白
居
易
の
詩

「
達
理
」
に
「
舒
姑
化
為
泉
、
牛
哀
病
作
虎
。
或
柳
生
肘
間
、
或
男
變
為
女
。」
と
い
う
類
似
の
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

D
udbridge

氏
は
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
類
書
な
ど
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、『
藝
文
類
聚
』
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『
初
学
記
』『
北
堂
鈔
書
』
な
ど
現
存
す
る
唐
代
の
類
書
に
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
例
は
な
い
が
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
変

化
の
実
例
を
あ
げ
る
際
に
、
何
か
参
考
に
し
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
先
に
、「
序
」
と
初
唐
の
史
官
達

の
文
学
論
と
の
形
式
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
が
、
作
家
や
作
品
を
羅
列
し
、
そ
の
取
捨
選
択
に
筆
者
の
考
え
を
込
め
、
詩
や
文
の
歴
史

を
語
り
、
評
論
す
る
と
い
う
の
も
、
中
国
の
文
学
評
論
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
一
つ
一

つ
の
実
例
の
意
味
を
追
う
よ
り
も
、
そ
の
実
例
の
羅
列
が
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
に
着
目
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
に
引
用
し
た
『
隋
書
』
巻
七
七
「
隠
逸
傳
」
で
は
、
仏
教
徒
で
あ
る
李
士
謙
が
、
中
国
に
伝
わ
る
変
化
の
実

例
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
輪
廻
の
思
想
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
顧
況
は
、
Ⅱ
及
び
Ⅲ
の
部
分
を
通
し
て
、
ま
ず
多
く
の
変
化
の
実
例
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
古
来
か
ら
多
く
の
怪
異
が
存
在
し

て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
人
々
が
い
か
に
そ
れ
ら
を
記
し
、
語
っ
て
来
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
記
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
こ
の
部
分
で
最
も
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
最
後
の
漢
の
文
帝
が
、
賈
誼
を
召
し
て
、「
夜
半
前
席
」
し
て
鬼
神
の
こ
と
を
尋
ね

た
と
い
う
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、『
漢
書
』
巻
四
八
「
賈
誼
伝
」
の
以
下
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
。

文
帝
思
誼
、
徵
之
。
至
、
入
見
、
上
方
受
釐
、
坐
宣
室
。
上
因
感
鬼
神
事
、
而
問
鬼
神
之
本
。
誼
具
道
所
以
然
之
故
。
至
夜
半
、

文
帝
前
席
。

従
来
の
怪
異
を
記
す
大
義
名
分
か
ら
解
き
放
た
れ
た
立
場
か
ら
改
め
て
見
た
時
、
顧
況
に
と
っ
て
そ
も
そ
も
な
ぜ
人
々
は
お
び
た
だ

し
い
数
の
怪
異
を
記
し
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
疑
問
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
人
々
が
怪
異
を
語
り
、

記
し
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
っ
た
時
に
顧
況
に
見
え
て
き
た
の
は
、
大
義
名
分
と
は
関
わ
り
な
い
、
人
々
の
怪
異
へ
の
抑
え
き
れ
な
い
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好
奇
心
で
あ
り
、
不
思
議
な
話
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
姿
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の

が
、
賈
誼
の
話
を
聞
い
た
文
帝
が
夜
半
に
至
っ
て
も
、
身
を
乗
り
出
す
ほ
ど
鬼
神
の
こ
と
や
不
思
議
な
こ
と
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
る

姿
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
が
連
綿
と
怪
異
を
記
し
て
き
た
原
動
力
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

7
．
志
怪
書
の
歴
史

続
け
て
、
Ⅳ
の
部
分
の
分
析
を
行
う
。
Ⅳ
の
部
分
は
、
志
怪
の
士
と
し
て
、
顧
況
が
記
す
書
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
第
三
の
部
分
で

の
列
挙
が
、
変
化
の
例
と
し
て
、
他
書
に
も
類
似
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
部
分
で
列
挙
さ
れ
て

い
る
書
は
、
顧
況
自
身
の
考
え
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
冒
頭
の
「
志
怪
之
士
」
の
語
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
志
怪
の
語
は
、『
荘
子
』「
逍
遥
游
」
に
あ
る
「
齊
諧
者
、
志
怪
者
也
」
と

い
う
語
に
始
ま
る
。「
斉
諧
」
は
一
説
に
人
名
、
一
説
に
書
名
で
あ
り
、「
斉
諧
と
は
怪
を
志
す
者
（
あ
る
い
は
書
物
）
で
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
怪
異
を
記
し
た
書
物
、
ジ
ャ
ン
ル
を
指
す
言
葉
で
は
な
か
っ
た
。
李
剣
国
氏
は
、『
荘
子
』
以
降

「
志
怪
」
の
語
の
意
味
は
、
三
回
の
変
化
を
経
た
と
指
摘
す
る（

（（
（

。
最
初
は
、
六
朝
期
に
怪
異
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
が
流
行
し
、
孔
約
、

祖
台
之
な
ど
に
よ
り
「
志
怪
」
を
書
名
に
し
た
書
が
複
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
志
怪
」
の
語
が
書
名
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
。
ま
た
唐
初
に
編
纂
さ
れ
た
『
晉
書
』
巻
七
五
の
祖
台
之
の
伝
に
は
、「
祖
台
之
字
元
辰
、
范
陽
人
也
。
官
至
侍
中
、
光
祿

大
夫
。
撰
志
怪
書
行
於
世
」
と
あ
る
。
祖
台
之
は
、『
志
怪
』
を
書
名
と
す
る
著
作
を
書
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
志
怪
書
」
と
は
、
具

体
的
な
書
名
で
は
な
く
、「
志
怪
書
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
こ
れ
が
二
度
目
の
変
化
で
あ
る
。
三
度
目

は
、
晩
唐
の
段
成
式
（
八
〇
三
？―

八
六
三
年
）『
酉
陽
雜
俎
』「
序
」
に
「
固
役
而
不
恥
者
、
抑
志
怪
小
説
之
書
也
」
と
あ
り
、「
志



96

怪
小
説
」
と
し
て
、
ほ
ぼ
現
在
と
同
じ
よ
う
に
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
意
味
で
使
わ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。「
志
怪

小
説
」
を
一
つ
の
語
と
し
て
み
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
異
論
も
あ
る
が（

（（
（

、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
後
、「
志
怪
」、「
志
怪
之
書
」、「
志
怪

小
説
」
な
ど
の
言
葉
は
、
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
表
す
語
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

顧
況
の
「
序
」
で
は
、「
志
怪
之
士
」
と
し
て
、「
志
怪
」
を
明
確
に
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
意
識
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ

る
。『
晉
書
』
と
『
酉
陽
雜
俎
』
の
間
に
書
か
れ
た
資
料
と
し
て
、
顧
況
が
、「
志
怪
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
書
を
挙
げ
た
の
か
を
確
認

し
て
み
た
い
。

表
一
は
、「
序
」
に
あ
げ
ら
れ
た
各
書
の
『
隋
書
』「
経
籍
志
」、『
舊
唐
書
』「
経
籍
志
」、『
新
唐
書
』「
藝
文
志
」
及
び
『
四
庫
全
書
』

に
お
け
る
分
類
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
紙
幅
の
都
合
上
、
顧
況
が
記
し
た
書
名
、
人
名
の
中
で
、
一
般
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
も
の
に
簡
単
な
解
説
を
付
す（

（（
（

。

●
顔
黃
門
之
稽
聖　
『
稽
聖
賦
』
三
巻
。
顔
之
推
（
字
、
黄
門
。
五
三
一―

六
四
五
？
年
）
原
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
直
齋
書
錄

解
題
』
巻
十
六
に
「
稽
聖
賦
三
巻
。
北
齋
黄
門
侍
郎
琅
邪
顔
之
推
撰
。
其
孫
顔
師
古
注
。
蓋
擬
天
問
而
策
。
中
興
書
目
、
称
李
淳
風

注
」
と
あ
り
、
顔
師
古
、
李
淳
風
に
よ
る
二
種
の
注
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
逸
文
が
十
三
条
残
さ
れ
て
い
る
が
、
怪
異
譚
が

記
さ
れ
て
い
る
。（
王
利
器
『
顔
氏
家
訓
集
解
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
に
収
録
さ
れ
る
）

●
侯
君
素
之
旌
異　
『
旌
異
記
』
十
五
巻
。
隋
、
侯
白
（
字
、
君
素
。
生
卒
年
未
詳
。）

●
陶
君
之
真
誥　
『
真
誥
』
二
十
巻
。
陶
弘
景
（
四
五
六―

五
三
六
年
）
撰
。

●
周
氏
之
冥
通　
『
周
氏
冥
通
記
』
陶
弘
景
撰
。
周
氏
は
周
子
良
（
四
九
七―
五
一
六
年
）。
陶
光
景
の
弟
子
。
神
霊
の
夢
の
お
告
げ
を
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表
一
：「
序
」
所
収
書
の
分
類

作
品
名

隋
書
経
籍
志

舊
唐
書
経
籍
志

新
唐
書
芸
文
志

四
庫
全
書

列
仙
傳

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

子
部
道
家
神
仙

子
部
道
家

神
仙
傳

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

子
部
道
家
神
仙

子
部
道
家

拾
遺
記

史
部
雜
史

史
部
雜
史

史
錄
部
雜
史

子
部
小
説
家

神
異
經

史
部
地
理

史
部
地
理

子
部
道
家
類
神
仙

子
部
小
説
家

博
物
志

子
部
雜
家

子
部
小
説
家

子
部
小
説
家

子
部
小
説
家

洞
冥
記

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

子
部
道
家
類
神
仙

子
部
小
説
家

稽
聖
賦

無

無

集
部
總
集

無

旌
異
記

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

子
部
小
説
家

無

真
誥

無

子
部
道
家

子
部
道
家
神
仙

子
部
道
家

周
氏
冥
通
記

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

無

子
部
道
家

異
苑

史
部
雜
傳

無

無

子
部
小
説
家

捜
神
記

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

子
部
小
説
家

子
部
小
説
家

山
海
經

史
部
地
理

史
部
地
理

史
部
地
理

子
部
小
説
家

幽
明
錄

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

子
部
小
説
家

無

襄
陽
耆
舊
記

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

無

楚
國
先
賢
傳

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳

無

風
俗
通
義

子
部
雜
家

子
部
雜
家

子
部
雜
家

子
部
雜
家

荊
楚
歳
時
記

無

子
部
雜
家

子
部
雜
家

史
部
地
理

呉
興
記

史
部
地
理

無

無

無

陽
羨
風
土
記

史
部
地
理

無

無

無

南
越
志

史
部
雜
史

史
部
地
理

史
部
地
理

無

西
京
雜
記

史
部
舊
事

史
部
故
事
及
び
地
理

史
部
故
事
及
び
地
理

子
部
小
説
家

梁
四
公
傳

無

無

史
部
雜
傳
記

無

冥
報
記

無

史
部
雜
傳

史
部
雜
傳
記
及
び
子
部
小
説
家

無

古
鏡
記

無

無

無

無

神
怪
志

無

無

無

無

定
命
錄

無

無

子
部
小
説
家

無
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記
録
し
た
書
。『
道
蔵
』
に
収
め
ら
れ
る（

（（
（

。

●
襄
陽
之
耆
舊　
『
襄
陽
耆
舊
記
』
五
巻
。
習
鑿
歯
（
生
卒
年
未
詳
）
撰
。
襄
陽
（
湖
北
省
）
の
人
。
桓
温
に
重
用
さ
れ
た
。

●
楚
國
之
先
賢　
『
楚
國
先
賢
傳
』
十
二
巻
。
晋
、
張
方
（
生
卒
年
未
詳
）
撰
。

●
風
俗
所
通　
『
風
俗
通
義
』
三
十
一
巻
。
後
漢
、
王
劭
（
生
卒
年
未
詳
）
撰
。
俗
説
や
迷
信
を
否
定
し
、
事
物
の
名
称
や
意
義
を
解

説
し
た
。

●
呉
興　
『
吳
興
記
』
三
巻
。
劉
宋
、
山
謙
之
（
生
卒
年
未
詳
）
撰
。

●
陽
羨　
『
陽
羨
風
土
記
』
三
巻
。
晋
、
周
処
（
？―

二
九
七
年
）
撰
。
周
処
は
、
義
興
陽
羨
の
人
。

『
史
通
』
巻
三
、
及
び
巻
五
に
載
る
。『
隋
書
』
に
は
、
周
処
『
風
土
記
』
と
あ
る
。

●
南
越　
『
南
越
志
』
八
巻
。
劉
宋
、
沈
懐
遠
（
生
卒
年
未
詳
）
撰
。

●
裴
松
之　

三
七
二―

四
五
一
年
。
劉
宋
の
人
。『
三
國
志
』
に
注
を
つ
け
た
。
裴
松
之
の
注
に
は
、

『
捜
神
記
』
な
ど
志
怪
書
か
ら
の
引
用
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

●
盛
宏
之　

生
卒
年
未
詳
。
劉
宋
の
人
。『
荊
州
記
』
三
巻
（『
隋
書
』
經
籍
志
・
史
部
地
理
）
の
著
が
あ
る
。

●
陸
道
瞻　

生
卒
年
未
詳
。『
呉
地
記
』
の
撰
者
と
し
て
『
文
選
』
巻
二
四
、
陸
機
「
贈
従
兄
車
騎
」
李
善
注
に
、『
呉
郡
記
』
の
撰
者

と
し
て
『
太
平
御
覽
』
巻
四
六
に
、
名
が
み
え
る
。『
呉
郡
記
』
は
、『
隋
書
』「
經
籍
志
」「
史
部
地
理
」
に
そ
の
名
が
み
え
る
が
、

撰
者
は
、
顧
夷
（
晋
の
人
。
生
卒
年
未
詳
。）
と
あ
る
。
ま
た
『
崇
文
總
目
』
に
「
呉
地
記
一
巻
」
が
あ
る
。
撰
者
は
不
明
。

●
燕
公
梁
四
公
傳　
『
梁
四
公
記
』
一
巻
。
燕
公
は
張
説
（
六
六
七―
七
三
〇
年
）
の
こ
と
。『
新
唐
書
』「
芸
文
志
」
は
、
作
者
を
盧

詵
あ
る
い
は
梁
載
言
と
す
る
。
さ
ら
に
『
通
志
』
芸
文
略
で
は
、
盧
詵
の
撰
。『
宋
史
』
芸
文
志
で
は
梁
載
言
の
撰
と
す
る
。
作
者

に
つ
い
て
は
、
決
め
難
い
が
、
顧
況
は
時
代
的
に
最
も
近
い
こ
と
か
ら
、
張
説
の
撰
と
す
る
。
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●
孔
慎
言
神
怪
志　
『
神
怪
志
』。
孔
慎
言
（
開
元
年
間
在
世
）
撰
。
孔
穎
達
の
曾
孫
。

●
趙
自
勤
定
命
錄　
『
定
命
錄
』
十
巻
。
趙
自
勤
（
玄
宗
、
粛
宗
時
在
世
）
撰
。

●
李
庾
成　

不
詳
。『
隋
唐
五
代
文
论
选
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、「『
庾
』
疑
『
康
』
之
誤
」
と
あ
る
。
李
康
之
は
、
生
卒
年
未
詳
。

開
元
天
宝
年
間
に
、
徐
陵
の
『
玉
臺
新
詠
』
を
継
ぎ
、『
玉
臺
後
集
』
を
編
纂
し
た
。
詩
文
が
数
篇
残
さ
れ
て
い
る
以
外
に
は
資
料

は
な
く
、「
李
庾
成
」
を
「
李
康
成
」
と
す
る
根
拠
は
な
い
。

●
張
孝
舉　

張
薦
（
字
、
孝
舉
。
七
四
四―

八
〇
四
年
）
志
怪
小
説
集
『
靈
怪
集
』
を
著
し
た
。
祖
父
は
『
遊
仙
窟
』、『
朝
野
僉
載
』

の
作
者
、
張
鷟
の
孫
で
あ
り
、
ま
た
志
怪
小
説
集
『
宣
室
志
』
の
作
者
、
張
読
は
孫
に
あ
た
る
。

D
udbridge

氏
は
、
顧
況
の
分
類
の
仕
方
が
、『
隋
書
』「
經
籍
志
」、
劉
知
機
『
史
通
』
に
く
ら
べ
、
歴
史
書
、
地
理
書
と
怪
異
を

記
し
た
も
の
を
わ
け
る
基
準
が
な
い
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
陶
弘
景
の
『
真
誥
』『
周
氏
冥
通
記
』
な
ど
を
除
き
、
顧
況
が
示
し
た
志

怪
の
士
と
は
、
神
仙
に
つ
い
て
記
し
た
『
列
仙
傳
』『
神
仙
傳
』『
真
誥
』『
周
氏
冥
通
記
』、
歴
史
の
逸
事
を
集
め
た
『
拾
遺
記
』『
博

物
志
』『
洞
冥
記
』『
西
京
雜
記
』、
地
理
書
で
あ
る
『
山
海
經
』『
神
異
經
』、
鬼
、
妖
怪
に
関
す
る
話
を
集
め
た
『
捜
神
記
』『
異
苑
』

『
幽
明
録
』、
仏
教
の
応
験
記
『
旌
異
記
』『
冥
報
記
』、
諸
国
の
人
物
志
『
襄
陽
耆
舊
記
』『
楚
國
先
賢
傳
』、
諸
国
の
風
俗
を
記
し
た
『
風

俗
通
義
』『
荊
楚
歳
時
記
』『
呉
興
記
』『
陽
羨
風
土
記
』『
南
越
志
』
な
ど
多
種
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
現
在
我
々
が
志
怪

小
説
史
を
構
想
す
る
と
す
れ
ば
必
ず
各
時
代
の
代
表
作
と
し
て
名
を
上
げ
る
よ
う
な
作
品
で
あ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
新
舊
『
唐

書
』
で
は
、
史
部
に
分
類
さ
れ
て
い
る
書
も
多
い
が
、
当
時
の
地
理
書
、
博
物
志
な
ど
に
含
ま
れ
る
内
容
に
は
、
怪
異
風
の
要
素
を
持

っ
て
い
る
話
も
多
く
、
顧
況
に
と
っ
て
は
、『
廣
異
記
』
と
同
じ
よ
う
な
志
怪
書
と
分
類
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
表
に
は
、

参
考
と
し
て
『
四
庫
全
書
』
の
分
類
を
付
し
た
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
書
は
ほ
ぼ
す
べ
て
『
四
庫
全
書
』
で
は
、
小
説
家
に
分
類
さ
れ
て

い
る
点
も
興
味
深
い
。
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ま
た
『
廣
異
記
』
に
収
め
ら
れ
た
話
と
比
較
す
る
と
、『
廣
異
記
』
に
は
、
神
仙
、
鬼
、
狐
、
虎
な
ど
の
動
物
譚
、
仏
教
の
再
生
譚
、

胡
人
譚
な
ど
異
国
の
話
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
顧
況
が
あ
げ
た
各
書
の
内
容
と
か
な
り
重
な
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

顧
況
が
ど
の
よ
う
な
書
を
志
怪
と
考
え
て
い
た
か
は
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
各
書
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
詳
し
い
考
察

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
に
志
怪
の
語
の
意
味
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
た
際
に
あ
げ
た
『
酉
陽
雜
俎
』
に
収
め
ら
れ
る

内
容
と
か
な
り
重
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る（

（（
（

。
正
史
の
図
書
分
類
と
は
別
に
当
時
の
人
々
の
間
で
「
志
怪
」
と
い
う
怪
異
を
記
す
書
を

一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
識
が
で
き
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

8
．「
序
」
と
『
廣
異
記
』
の
関
係

以
上
の
よ
う
に
顧
況
の
「
序
」
の
内
容
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
が
、
最
後
に
「
序
」
と
『
廣
異
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
お
き

た
い
。

『
廣
異
記
』
の
中
で
唯
一
戴
孚
自
身
が
登
場
す
る
「
王
法
智
」（『
太
平
廣
記
』
巻
三
〇
五
）
と
い
う
話
に
は
、
大
暦
六
年
（
七
七
一

年
）、
戴
孚
は
桐
廬
県
（
現
浙
江
省
）
の
県
令
、
鄭
鋒
の
家
を
訪
れ
、
そ
の
家
の
王
法
智
と
い
う
若
い
女
性
の
神
が
か
り
を
通
じ
て
、

滕
伝
胤
と
い
う
人
と
交
信
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
鄭
鋒
は
「
好
奇
之
士
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
不
思
議
な
こ
と
に

興
味
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戴
孚
は
数
人
の
友
人
と
鄭
鋒
の
も
と
を
訪
れ
て
お
り
、
こ
の
話
の
中
で
は
明
確
な
記
述

が
な
い
が
、
恐
ら
く
同
じ
嗜
好
を
持
つ
仲
間
が
見
聞
き
し
た
話
を
持
ち
よ
り
、
披
露
し
あ
う
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。『
廣
異
記
』
に
收
め
ら
れ
た
話
の
多
く
も
こ
う
し
た
場
所
で
語
ら
れ
た
話
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
恐
ら
く
、
官
吏
と
し
て
は
恵
ま
れ
ぬ
一
生
を
送
り
、
地
方
回
り
も
多
か
っ
た
戴
孚
に
と
っ
て
、
各
地
の
怪
異
を
記
す
こ
と
は
、



101

顧況「戴氏廣異記序」について

は
じ
め
は
、
教
化
の
た
め
、
歴
史
と
し
て
残
す
と
い
う
よ
う
な
意
識
か
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
自
ら
の
興
味
の
赴

く
ま
ま
に
、
打
ち
込
め
る
楽
し
み
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
自
ら
が
気
に
入
っ
た
狐
の
話
（「
唐
參
軍
」

『
太
平
廣
記
』
巻
四
五
〇
）、
死
者
自
ら
が
自
分
の
葬
式
を
出
す
話
（「
李
覇
」『
太
平
廣
記
』
巻
三
八
〇
）、
象
の
報
恩
譚
（「
淮
南
獵
者
」

『
太
平
廣
記
』
巻
四
四
一
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
興
味
を
持
っ
た
点
を
つ
き
つ
め
、
想
像
力
を
働
か
せ
な
が
ら
、
話
の
構
成
を
変
え
、

虚
構
を
用
い
て
自
身
の
考
え
を
表
現
し
、「
唐
の
小
説
の
中
で
出
色
の
作（

（（
（

」
を
書
き
あ
げ
た
。

下
級
官
吏
で
一
生
を
終
え
た
戴
孚
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
当
時
左
遷
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
朝
廷
の
高
官
と
な
り
、
詩
人
と
し

て
も
名
を
馳
せ
た
顧
況
に
「
序
」
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
文
集
二
十
卷
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
息
子
達
は
怪
異
に
つ
い
て
記
し
た
『
廣
異
記
』
の
た
め
に
「
序
」
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
に
顧
況
に
頼
ん
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
戴
孚
に
と
っ
て
『
廣
異
記
』
が
他
の
自
作
の
著
に
も
ま
し
て
、
重
要
な
も
の
、
情
熱
を
傾
け
て
い
た
書
で
あ
り
、
息
子

達
も
そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
顧
況
も
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
『
廣
異
記
』
を

読
ん
で
み
て
、
そ
の
内
容
の
豊
富
さ
、
お
も
し
ろ
さ
に
感
心
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
顧
況
は
、
友
の
た
め
に
一
肌

脱
い
で
、「
序
」
を
書
き
、
中
国
人
が
怪
異
を
記
し
、
語
る
こ
と
に
い
か
に
興
味
を
持
っ
て
き
た
の
か
を
述
べ
、
そ
の
歴
史
に
、
戴
孚

の
書
を
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戴
孚
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
は
少
な
い
が
、
戴
孚
が
い
か
に
怪
異
を
記
す

こ
と
に
心
を
傾
け
て
い
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
顧
況
は
的
確
に
理
解
し
て
い
た
。
し
か
も
「
序
」
は
同
時
に
怪
異
を
語
り
、
記
す
歴
史

を
書
い
た
も
の
と
し
て
も
確
か
な
も
の
で
あ
り
、
顧
況
が
中
国
に
お
け
る
怪
異
を
語
り
、
記
す
歴
史
に
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と

も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
に
、
初
唐
の
文
論
と
「
序
」
の
形
式
上
の
類
似
点
を
指
摘
し
た
が
、
そ
も
そ
も
『
廣
異
記
』
の
よ
う
な
怪
異
を
記
し
た
書
に
つ
い

て
、
こ
れ
以
前
に
こ
の
よ
う
に
怪
異
を
記
し
た
書
を
個
人
の
書
と
し
て
と
ら
え
、
付
さ
れ
た
「
序
」
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
六
朝
期
の
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志
怪
書
に
付
さ
れ
た
「
序
」
は
、
干
宝
の
『
捜
神
記
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
志
怪
書
を
歴
史
書
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
記

す
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
文
論
と
形
式
上
の
類
似
点
が
見
ら
れ
た
の
は
、
顧
況
が
こ
の
書
を
詩
集
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
個
人
の
書
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ
と
の
証
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
序
」
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
説
で
人
を
ひ
き
つ
け
よ
う
と
し
た
文
章
で
は
な
く
、
地
方
で
早
い
生
涯
を

終
え
た
友
が
残
し
た
書
の
本
質
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
そ
の
追
悼
の
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

9
．
お
わ
り
に

以
上
、「
序
」
を
五
つ
の
部
分
に
分
け
て
読
み
な
が
ら
、
そ
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
分
析
を
通
し
て
、
従
来
、
荒
唐

無
稽
な
説
を
述
べ
た
も
の
と
片
付
け
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
ま
と
も
に
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
序
」
は
、
天
人
相
関
説
へ
の
信
頼
が

薄
ら
い
だ
時
代
を
反
映
し
た
思
想
史
的
な
資
料
の
側
面
も
あ
り
、
あ
る
い
は
文
学
評
論
の
資
料
、
唐
代
の
怪
異
観
を
窺
う
資
料
と
も
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
そ
も
そ
も
「
序
」
が
『
廣
異
記
』
内
容
を
深
く
理
解
し
、
戴
孚
の
追
悼
の
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る

こ
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
。

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、『
易
傳
』
と
文
学
論
の
関
係
、
顧
況
の
他
の
詩
文
と
「
序
」
の
関
係
、
沈
既
済
の
天
人
論
と
「
任
氏
傳
」

の
関
係
な
ど
、
新
た
な
考
え
る
べ
き
問
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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2
）Ithaca Press

、
一
九
八
三
年
。

（
3
）Cam

bridge university press

、
一
九
九
五
年
。

（
4
）
岩
波
書
店
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年
。

（
5
）『
山
本
昭
教
授
退
休
記
念
中
国
学
論
集
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。

（
6
）
江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
7
）
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

（
8
）
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
9
）
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

（
10
）
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
11
）
こ
の
ほ
か
、
周
祖
譔
編
選
『
隋
唐
五
代
文
論
選
』（
中
国
歴
代
文
論
選
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
に
も
「
序
」
は
収
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
程
毅
中
『
唐
代
小
说
史
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
こ
の
書
は
、『
唐
代
小
说
史
话
』
文
化
芸
術
出
版
社
、
一

九
九
九
年
を
改
定
し
て
も
の
で
あ
る
）
第
一
章
「
序
论
」「
唐
代
小
说
观
的
发
展
」
に
一
部
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
序
」
の

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

（
12
）
本
稿
は
、
筆
者
の
博
士
学
位
論
文
『
唐
代
初
期
小
説
の
研
究―

牛
肅
『
紀
聞
』
と
戴
孚
『
廣
異
記
』
を
中
心
に
』（
二
〇
〇
八
年
、
東

京
大
学
）
第
2
部
第
二
章
「
戴
孚
『
廣
異
記
』
に
つ
い
て
」
二
「「
戴
氏
廣
異
記
序
」
に
つ
い
て
」
を
大
幅
に
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）
顧
況
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、『
舊
唐
書
』
卷
一
三
〇
「
李
泌
傳
・
顧
況
附
」
の
ほ
か
に
、
傅
璇
琮
「
顾
况
考
」（『
唐
代
诗
人
丛
考
』、
中

華
書
局
、
一
九
八
〇
年
所
収
）
及
び
王
啓
興
他
注
『
顾
况
诗
注
』「
前
言
」
及
び
「
附
录―

事
迹
交
游
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

四
年
）、
蔣
寅
『
大
历
诗
人
研
究
（
上
）』「
第
四
章　

大
历
诗
坛
向
元
和
诗
坛
的
过
度
」「
一
、
自
我
表
现
的
复
苏—

—

顾
况
」（
中
華
書
局
、

一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
14
）
小
川
昭
一
「
大
暦
の
詩
人―

盛
唐
か
ら
中
唐
へ―

」（『
斯
文
』
二
十
四
号
、
一
九
五
九
年
）。

（
15
）
小
川
昭
一
「
大
暦
の
詩
人―

盛
唐
か
ら
中
唐
へ―

」（『
斯
文
』
二
十
四
号
、
一
九
五
九
年
）。
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（
16
）
蔣
寅
『
大
历
诗
人
研
究
（
上
）』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）。「
不
羁
的
精
神
、
需
要
不
羁
的
形
式
来
表
现
。」

（
17
）
葛
暁
音
「
论
天
宝
至
大
历
间
诗
歌
艺
术
的
渐
变―

从
杜
甫
和
岑
参
等
诗
人
创
奇
求
变
的
共
同
倾
向
谈
起
」（『
诗
国
高
潮
与
盛
唐
文
化
』

北
京
大
学
出
版
社
、 

一
九
九
八
年
所
収
。）「
顾
况
正
是
随
着
天
宝
以
来
诗
坛
上
复
古
的
潮
流
，
综
合
了
杜
甫
和
天
宝
大
历
诗
坛
上
其
他
诗

人
追
求
奇
变
的
创
作
经
验
，
才
成
为
盛
唐
与
中
唐
两
大
诗
歌
高
潮
的
中
介
。」

（
18
）「
性
詼
諧
、
雖
王
公
之
貴
、
與
之
交
者
、
必
戲
侮
之
。」

（
19
）
例
え
ば
、
封
寅
『
封
氏
聞
見
記
』
巻
五
「
圖
画
」
に
は
、
顧
況
の
作
画
法
を
紹
介
し
、
大
き
な
紙
を
広
げ
、
周
り
で
人
々
に
歌
い
踊
ら

せ
な
が
ら
、
画
を
書
い
た
逸
話
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）
内
山
氏
は
「
中
唐
初
期
の
小
説―

『
広
異
記
』
を
中
心
と
し
て―

」（『
中
国
文
史
哲
学
論
集
：
加
賀
博
士
退
官
記
念
』
所
収
、
講

談
社
、
一
九
七
九
年
）
に
お
い
て
、
顧
況
と
戴
孚
が
、
同
じ
志
向
を
持
つ
仲
間
と
し
て
、
ず
っ
と
親
交
を
深
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
て
い
る
が
、『
廣
異
記
』
は
戴
孚
自
身
の
生
き
て
い
た
時
代
の
こ
と
を
多
く
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顧
況
及
び
顧
況
と

親
交
の
あ
る
人
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
顧
況
も
序
の
最
後
で
、
戴
孚
の
経
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
ご
く
簡
単
な

記
述
で
、
二
人
の
間
の
具
体
的
な
交
際
の
様
子
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
な
い
。「
序
」
の
記
述
以
外
に
二
人
の
間
に
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
は
な
い
。

（
21
）『
舊
唐
書
』
卷
一
三
〇
「
李
泌
傳
・
顧
況
附
」
に
「
及
泌
卒
、
不
哭
、
而
有
調
笑
之
言
」
と
あ
る
。

（
22
）「
君
自
校
書
終
饒
州
錄
事
參
軍
」
と
あ
る
。

（
23
）「
載
」
字
は
「
戴
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
目
は
靖
康
の
難
に
遭
い
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
北
宋
の
秘
書
の
蔵
書
を
南
宋
に
な
り
再

び
集
め
た
際
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
24
）『
廣
異
記
』
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
で
、
五
本
の
明
清
代
に
編
ま
れ
た
抄
本
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
廣
異
記
』

諸
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
京
図
書
館
所
蔵
『
広
異
記
』
抄
本
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第

一
号
、
一
九
九
八
年
所
収
）
及
び
「『
廣
異
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」（
博
士
論
文
『
唐
代
初
期
小
説
の
研
究―

牛
肅
『
紀
聞
』
と
戴
孚

『
廣
異
記
』
を
中
心
に
』「
第
1
部
唐
代
小
説
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」
第
二
章
）
を
参
照
の
こ
と
。
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（
25
）
中
華
書
局
、
古
小
説
叢
刊
、
一
九
九
二
年
。

（
26
）
こ
の
ほ
か
、
前
掲
丁
錫
根
編
著
『
中
国
历
代
小
说
序
跋
集
』、
程
国
賦
『
隋
唐
五
代
小
说
研
究
资
料
』、
周
祖
譔
編
選
『
隋
唐
五
代
文
論

選
』、
程
毅
中
『
唐
代
小
说
史
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
も
参
考
に
し
た
。
さ
ら
に
訳
出
に
際
し
て
は
、Glen D

udbridge

『Religious 
experience and lay society in T

’ang China　

–a reading of T
ai Fu ’s K

uang-i  chi

』、
富
永
一
登
「
顧
況
「
戴
氏
『
広
異
記
』

序
」
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
し
た
。

（
27
）「
鶴
」
は
、『
文
苑
英
華
』
で
は
「
鵠
」
と
作
る
が
『
全
唐
文
』
に
よ
り
改
め
る
。

（
28
）『
隋
唐
五
代
文
論
選
』
で
は
、「
呉
興
、
陽
羨
、
南
越
志
、
西
京
」
を
地
名
と
す
る
。

（
29
）
程
毅
中
『
唐
代
小
说
史
』
で
は
、「
注
引
古
今
」
を
崔
豹
の
『
古
今
注
』
を
指
し
、
書
名
で
あ
る
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
書
名
と
し
な

い
。

（
30
）「
横
」
は
、『
文
苑
英
華
』
で
は
、「
潢
」
と
作
り
、「
一
作
横
」
と
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
横
」
字
に
従
う
。

（
31
）
原
文
は
「
戴
君
孚
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
野
直
彬
氏
に
よ
れ
ば
、「
科
挙
の
合
格
者
名
簿
を
研
究
し
た
『
登
科
記
考
』
に
は
、
戴
孚
と

な
っ
て
い
る
の
で
、「
君
」
は
敬
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
敬
称
を
姓
と
名
と
の
間
に
は
さ
む
の
は
、
当
時
で
は
一
般
的
な
書
き
方
で

あ
っ
た
」（『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』「
解
説
」
中
国
古
典
文
学
大
系
二
四
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）。

（
32
）
前
野
直
彬
氏
は
、「
中
国
小
説
の
記
述
は
、
そ
の
冒
頭
の
部
分
に
お
い
て
、
二
本
立
て
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
つ
は
当
時
の
中
国
人

の
意
識
の
中
に
あ
っ
た
「
小
説
」
の
内
容
を
つ
き
と
め
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
現
代
の
眼
か
ら
見
て
「
小
説
的
」
な
記
述
（
と

言
っ
て
も
、
そ
の
定
義
を
厳
密
に
下
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
）
を
、
昔
の
目
録
学
の
分
類
と
は
か
か
わ
り
な
し
に
、
求
め
る
こ
と
で
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
魯
迅
の
『
中
国
小
説
史
略
』
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
、
中
国
に
お
け
る
「
小
説
」
独
自

の
発
展
の
歴
史
が
探
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
上
記
二
つ
の
「
小
説
」
に
内
容
的
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
た
め
に
、
魯
迅
が
と
っ
た

折
衷
的
な
方
法
で
、
そ
れ
は
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。（『
中
国
小
説
史
考
』「
Ⅰ
小
説
の
萌
芽
」「
第
一
章
漢
代
に
お
け

る
小
説
」
秋
山
書
店
、
一
九
七
五
年
）。
ま
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
森
槐
南
の
中
国
小
説
史
研
究
に
つ
い
て―

唐
代
以
前

を
中
心
に―

」「
は
じ
め
に
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
1
号
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）
も
参
照
。
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（
33
）H

is rem
arks, roughly contem

porary w
ith the com

position of Jen-shih chuan, characteristically stress the instructive 
value of disturbances in the balance of nature, but w

ith an apologetic, even polem
ical undertone. T

hey express a 
resolutely traditional position. T

he organic cosm
ology of H

an tim
es, w

hich had served as the foundation for offi
cial 

study of om
ens, astronom

y and calendrical science, w
as by now

 a w
eaker force in general intellectual life and 

beginning to suffer sharp, sceptical questioning. But from
 that older phenom

enalist  tradition K
u K

’uang ’s preface 
draw

s m
uch of its theoretical language and illustration.

（
34
）T

hey express a resolutely traditional position.

「they

」
は
顧
況
の
考
え
を
指
す
。

（
35
）T

he author sets before us a defence and a catholic survey of Chinese lore of the supernatural, draw
ing richly from

 
ancient, m

ediaeval and (to him
) contem

porary sources. But the value of this docum
ent needs judging w

ith care. D
o 

not look here for creative insights, experim
ental style, intellectual pow

er or critical scholarship.

（
中
略
）T

his is no 
system

atic, library-based bibliographical research, but a free response to books and nam
es in recent currency, and 

w
ith T

ai Fu and his w
ork it carries the authority of first-hand personal contact-things w

hich no im
perial librarian 

or critical historian could give us.
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『T

he T
ale of Li w

a

』
に
お
い
て
も
、
戴
孚
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
人
間
と
人
間
以
外
の
も
の
、

死
と
生
、
男
女
の
間
に
お
け
る
変
化
で
あ
り
、
当
時
の
朝
廷
の
学
者
た
ち
が
問
題
と
し
て
い
た
彗
星
、
日
食
、
奇
形
の
動
物
に
関
す
る
記

述
が
な
く
、「
序
」
の
記
述
が
学
問
的
裏
付
け
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
36
）Such is K

u K
’uang ’s po sition to tally orthodox as a theory of om

ens for the Chinese im
perial state, and not necessarily 

very novel as a defence of om
en-reading by laym

en. But the solid,central and predictable character of his language 
serves a necessary purpose as he now

 m
oves on to polem

ic.

（
中
略
）T

he shades and degrees of scepticism
 about 

relations betw
een H

eaven and M
an in the m

id-T
’ang period have been usefully sketched out for us by H

.G. Lam
ont 

in a m
onograph on the sceptical essays of Liu T

sung-yüan and Liu Y
ü-hsi. But K

u K
’uang, w

riting a generation 
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before those m
ajor figures, identifies no specific opponent. H

e confronts no argum
ent m

ore precise than the alleged 
silence of Confucius on natural irregularities (the m

ost elusive and non-com
m

ittal position available to a sceptic), 
and deals w

ith it bluntly by reconstructing the opening lines: to defy them
, he affi

rm
s, w

ill destroy the principle of 
enlightened governm

ent.

（
37
）D

udbiridge
氏
は
、『
廣
異
記
』
も
戴
孚
が
全
て
事
実
と
し
て
記
し
た
歴
史
書
と
し
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
筆
者
と

は
考
え
が
異
な
る
。

（
38
）
拙
稿
「
傳
奇
勃
興
以
前
の
唐
代
小
説
に
お
け
る
虚
構
に
つ
い
て―

「
淮
南
獵
者
」（『
紀
聞
』）
と
「
安
南
獵
者
」（『
廣
異
記
』）
の
比

較
分
析
を
中
心
と
し
て―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
二
集
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）
及
び
博
士
学
位
論
文
『
唐
代
初
期
小
説
の
研
究

―

牛
肅
『
紀
聞
』
と
戴
孚
『
廣
異
記
』
を
中
心
に
』（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
39
）『
論
語
』
の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
𢎭
和
順
「『
論
語
』
注
釈
の
歩
み
（
上
）―

漢
代
か
ら
何
晏
『
論
語
集
解
』
ま
で―

」
及
び
福
田

忍
「『
論
語
』
注
釈
の
歩
み
（
下
）―
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
か
ら
刑
昺
『
論
語
正
義
』
ま
で―

」（
い
ず
れ
も
『
月
刊
し
に
か
』、
大

修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
二
月
号
所
収
）
を
参
照
。

（
40
）
各
唐
抄
本
の
鄭
氏
注
に
つ
い
て
は
、
金
谷
治
編
『
唐
抄
本　

鄭
氏
注
論
語
集
成
』（
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
41
）
或
問
曰
、『
易
・
文
言
』
孔
子
所
作
、
云
臣
殺
君
、
子
殺
父
、
並
亂
事
、
而
云
孔
子
不
語
之
、
何
也
。
答
曰
、
發
端
曰
言
、
答
述
曰
語
。

此
云
不
語
、
謂
不
通
答
耳
、
非
云
不
言
。

（
42
）
段
玉
裁
の
注
に
「
見
周
易
繋
辭
傳
」、「
見
周
易
賁
彖
傳
」
と
あ
る
。

（
43
）『
易
傳
』
の
成
立
、
性
質
に
つ
い
て
は
、
板
野
長
八
『
中
国
古
代
に
お
け
る
人
間
観
の
展
開
』
第
九
章
「
易
伝
」（
岩
波
書
店
、
一
九
七

二
年
）
及
び
『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』
第
三
章
「
易
の
聖
人
と
形
而
上
の
道
」（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
溝
口
雄
三
・
池
田
知
久
・

小
島
毅
著
『
中
国
思
想
史
』
第
一
章
「
秦
漢
帝
国
に
よ
る
天
下
統
一
」
一
「
天
人
相
関
と
自
然
」（
池
田
知
久
執
筆
、
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
44
）
儒
教
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
戸
川
芳
郎
他
著
『
儒
教
史
』（
世
界
宗
教
史
叢
書
10
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
溝
口
雄
三
他
編
『
中
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国
思
想
文
化
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
溝
口
雄
三
・
池
田
知
久
・
小
島
毅
著
『
中
国
思
想
史
』
第
一
章
「
秦
漢
帝
国

に
よ
る
天
下
統
一
」
一
「
天
人
相
関
と
自
然
」（
池
田
知
久
執
筆
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。
ま
た
初
期
の
天
人
相

関
説
に
つ
い
て
は
、
沢
田
多
喜
男
「
董
仲
舒
天
人
相
関
説
試
探―

特
に
そ
の
陰
陽
説
の
構
造
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報

告
』
第
三
集
、
一
九
六
七
年
所
収
）、
池
田
知
久
「
中
国
古
代
の
天
人
相
関
論―

董
仲
舒
の
場
合
」（
溝
口
雄
三
他
編
『
ア
ジ
ア
か
ら
考

え
る
［
７
］
世
界
像
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
所
収
）、
福
井
重
雅
『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究―

儒
教
の
官
學
化
を

め
ぐ
る
定
説
の
再
檢
討―

』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
45
）『
易
傳
』
と
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
張
少
康
・
劉
三
富
『
中
国
文
学
理
论
批
评
发
展
史
』
上
卷
「
第
一
篇
先
秦
时
期 

第
四
章 

先
秦

百
家
争
鸣
中
的
其
他
重
要
文
学
思
想 

第
三
节
《
易
传
》
文
学
观
的
特
色
」（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
及
び
郭
維
森
著
・
中
島

隆
博
訳
「『
易
伝
』
の
文
学
思
想
と
そ
の
影
響
」（
池
田
知
久
他
編
訳
『
占
い
の
創
造
力　

現
代
中
国
周
易
論
文
集
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇

三
年
所
収
）
を
参
照
。

（
46
）『
易
傳
』
と
『
文
心
雕
龍
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
「『
文
心
雕
龍
』
の
自
然
観
照
」（
興
膳
宏
《
中
国
文
学
理
論
研
究
集
成
①
》

　

新
版
『
中
国
の
文
学
理
論
』、
清
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
47
）
京
都
大
学
中
国
文
学
研
究
室
編
『
唐
代
の
文
論
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
「
李
百
薬
「
北
斉
書
文
苑
伝
序
」
訳
注
（
1
）（
執

筆
：
青
山
剛
一
郎
）
に
『
周
易
』「
賁
卦
」「
觀
乎
天
文
、
以
察
時
變
、
觀
乎
人
文
以
化
成
天
下
」
の
句
に
つ
い
て
、『
晉
書
』「
文
苑
傳
」

序
や
『
隋
書
』「
文
學
傳
序
」、「
王
勃
集
序
」
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
文
の
起
源
を
説
き
起
こ
す
際
の
常
套
句
と
な
っ

て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
執
筆
：
青
山
剛
一
郎
）

（
48
）
初
唐
の
史
官
に
よ
る
文
学
論
に
つ
い
て
は
、
古
川
末
喜
「
初
唐
歴
史
家
の
詩
文
発
生
論
と
創
作
論
」（『
初
唐
の
文
学
思
想
と
韻
律
論
』

知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
、
第
Ⅱ
編
「
初
唐
の
国
家
と
文
学
思
想
」
第
二
章
所
収
。
初
出
「
初
唐
歴
史
家
の
文
学
思
想―

太
宗
期
編
纂

の
前
代
史
文
苑
伝
序
を
中
心
に
」（『
中
国
文
学
論
集
』
九
州
大
学
、
第
八
号
、
一
九
七
九
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
初
唐
に
お
け
る
『
易

傳
』
と
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
葛
暁
音
「
江
左
文
学
传
统
在
初
盛
唐
的
沿
革
」
及
び
「
盛
唐
“
文
儒
”
的
形
成
和
复
古
思
潮
的
滥

觞
」（
と
も
に
『
诗
国
高
潮
与
盛
唐
文
化
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
所
収
）
参
照
。
古
川
末
喜
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
初
唐
の



109

顧況「戴氏廣異記序」について

史
官
に
よ
る
こ
れ
ら
の
文
学
論
は
、『
易
伝
』
の
言
葉
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
全
体
の
構
成
も
、
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
て

い
る
。
古
川
末
喜
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
序
や
論
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
と
い
う
。（
Ａ
）
主
に
文
学
の
働

き
を
述
べ
た
冒
頭
の
総
論
的
な
部
分
（
Ｂ
）
各
時
代
の
文
学
史
を
叙
述
し
た
部
分
（
Ｃ
）
中
間
及
び
末
尾
の
詩
文
発
生
論
・
創
作
論
等
を

開
陳
し
た
部
分
で
あ
る
。
顧
況
の
「
序
」
の
構
成
も
こ
れ
ら
の
文
学
論
と
の
類
似
が
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
序
」
に
関
し
て
は
、
Ⅰ
が

（
Ａ
）
に
あ
た
り
、
Ⅱ
～
Ⅳ
が
（
Ｂ
）、
Ⅴ
が
（
Ｃ
）
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
顧
況
に
は
「
文
論
」（『
全
唐
文
』
巻
五
二
九
）
と

い
う
復
古
の
思
想
を
述
べ
た
文
章
が
あ
る
。
こ
の
文
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
初
唐
の
史
官
に
よ
る
文
学
論
と
同
じ
よ
う
に
、
経

書
を
全
て
を
兼
ね
備
え
た
書
と
し
、
そ
こ
を
出
発
点
に
自
ら
の
考
え
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
顧
況
が
一
方
で
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
文

学
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
顧
況
は
決
し
て
「
序
」
で
恣
意
的
な
牽
強
付
会
の
説
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
の
と
同
時
に
、「
序
」
と
唐
代
の
他
の
文
学
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
考
え
る
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

稿
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

（
49
）
唐
代
の
天
人
相
関
説
の
変
化
及
び
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
考
に
し
た
。
金
谷
治
「
劉
禹
錫
の
「
天
論
」」（『
日
本
中

国
学
会
報
』
二
一
号
、
一
九
六
九
年
所
収
）、
溝
口
雄
三
「
中
国
の
「
天
」（
上
）」（『
文
学
』
五
五―

一
二
、
一
九
八
七
年
所
収
）、
溝
口

雄
三
「
中
国
の
「
天
」（
下
）」（『
文
学
』
五
六―
二
、
一
九
八
八
年
所
収
）、
小
島
毅
「
宋
代
天
譴
論
の
政
治
理
念
」（『
東
洋
文
化
研
究

所
紀
要
』
第
一
〇
七
册
、
一
九
八
八
年
所
収
）、
小
島
毅
『
宋
学
の
形
成
と
展
開
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）、
島
一
「
中
唐
期
の
天
人

論
と
杜
佑
の
『
通
典
』」（『
立
命
館
文
學
』
五
〇
六
号
、
一
九
八
八
年
所
収
）、
島
一
「
中
唐
期
に
お
け
る
天
人
論
と
そ
の
背
景
」（『
立
命

館
文
學
』
五
一
二
号
、
一
九
八
九
年
所
収
）、
島
一
「
劉
禹
錫
の
「
天
論
」
と
そ
の
周
邊
」（『
学
林
』
二
〇
号
、
一
九
九
四
年
所
収
）、
副

島
一
郎
「
中
唐
に
お
け
る
儒
学
の
演
変
と
そ
の
背
景
」（『
集
刊
東
洋
学
』
七
七
所
収
）、
西
脇
常
記
『
唐
代
の
思
想
と
文
化
』（
創
文
社
、

二
〇
〇
〇
年
）。

（
50
）
西
脇
常
記
編
訳
注
『
史
通
外
篇
』（
東
海
大
学
古
典
叢
書
、
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
51
）『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
六
「
肅
宗
、
代
宗
皆
喜
陰
陽
鬼
神
、
事
無
大
小
、
必
謀
之
卜
祝
、
故
王
嶼
、
黎
幹
皆
以
左
道
得
進
。
上
（
徳
宗
を

指
す
）
雅
不
之
信
」。
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（
52
）「
六
經
會
通
、
皆
為
禍
福
由
人
、
不
言
盛
衰
有
命
。
蓋
人
事
著
於
下
、
而
天
命
降
於
上
。
是
以
事
有
得
失
、
而
命
有
吉
凶
、
天
人
之
間
、

影
響
相
準
。『
詩
』、『
書
』
已
後
、
史
傳
相
承
、
理
亂
廢
興
、
大
略
可
記
。
人
事
理
而
天
命
降
亂
者
、
未
之
有
也
、
人
事
亂
而
天
命
降
康

者
、
亦
未
之
有
也
。」（
引
用
は
、『
陸
贄
集
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
に
よ
る
）
と
あ
り
、
徳
宗
が
占
書
に
基
づ
く
の
に
対
し
、
陸
贄

は
『
詩
經
』
や
『
尚
書
』、
史
書
な
ど
に
よ
り
、
徳
宗
の
考
え
を
糾
す
。

（
53
）『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
六
「
泌
曰
、
天
命
、
他
人
皆
可
以
言
之
、
惟
君
相
不
可
言
。
蓋
君
相
所
以
造
命
也
。
若
言
命
、
則
禮
樂
刑
政
皆
無

所
用
矣
。
紂
曰
、
我
生
不
有
命
在
天
。
此
商
之
所
以
亡
也
。」『
新
唐
書
』
巻
一
三
九
「
李
泌
傳
」「
夫
命
者
已
然
之
言
。
主
相
造
命
、
不

當
言
命
。
言
命
則
不
復
賞
善
罰
悪
矣
。」

（
54
）
島
一
「
啖
・
趙
・
陸
ら
の
春
秋
学
と
そ
の
周
辺
」（『
立
命
館
文
學
』
四
三
九
号
、
一
九
八
二
年
所
収
）
参
照
。

（
55
）
讖
は
、
図
ま
た
は
図
讖
と
も
い
い
、
予
言
を
集
め
た
書
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
緯
と
は
、
経
書
に
神
秘
的
な
予
言
に
よ
る
解
釈
を
施
し
た

緯
書
を
指
す
。

（
56
）
前
掲
『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』
第
三
章
「
易
の
聖
人
と
形
而
上
の
道
」（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）。

（
57
）「
古
論
陰
陽
、
以
和
神
人
、
以
順
風
雨
、
以
播
稼
穡
、
以
除
災
害
。
後
之
學
者
、
但
張
恢
譎
不
自
戒
慎
、
不
顧
親
疎
之
道
、
不
精
逆
順
之

理
、
不
達
生
命
之
分
。」

（
58
）
典
故
に
つ
い
て
は
、
す
で
にD

udbridge
氏
や
富
永
氏
の
論
考
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細

は
、
両
氏
の
論
考
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
59
）
李
剣
国
『
唐
前
志
怪
小
说
史
』「
志
怪
叙
略
」（
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）。

（
60
）
黒
田
真
美
子
「
唐
代
に
お
け
る
「
小
説
」
の
変
容
に
つ
い
て
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
語
文
学
会
報
』
第
七
号
、
一
九
八
八
年
）

で
は
、「
志
怪
」
と
「
小
説
」
が
並
列
関
係
に
据
え
ら
れ
て
い
る
と
し
、「
小
説
」、「
志
怪
」
が
と
も
に
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
一
部
と
な
り
、

「
志
怪
」
は
「
小
説
」
に
含
ま
れ
な
い
が
同
類
と
見
做
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
61
）
各
書
の
書
志
情
報
に
つ
い
て
は
中
国
古
代
小
説
百
科
全
書
編
集
委
員
会
編
『
中
国
古
代
小
说
百
科
全
书
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、

一
九
九
三
年
）、
興
膳
宏
、
川
合
康
三
『
隋
書
經
籍
史
詳
攷
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）、
李
剣
国
『
唐
前
志
怪
小
说
史
』「
志
怪
叙
略
」
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（
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
傳
奇
叙
録
』（
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
程
毅
中
『
唐
代
小
说

史
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
62
）『
真
誥
』
と
『
周
氏
冥
通
記
』
に
つ
い
て
は
、
石
井
昌
子
「
周
氏
冥
通
記
と
真
誥
」（『
文
学
部
論
集
』
創
価
大
学
文
学
部
、
一
九
七
一
年

所
収
）
参
照
。
ま
た
唐
代
の
道
教
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
中
国
の
道
教
』（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
及
び
『
唐
代
の
道
教
と
天
師

道
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
63
）『
酉
陽
雜
俎
』
の
篇
目
は
多
岐
に
渉
る
が
、
例
え
ば
、
君
王
の
事
跡
、
習
俗
の
異
聞
、
神
仙
、
仏
教
、
鬼
神
、
植
物
、
夢
な
ど
が
あ
る
。

（
64
）『
唐
代
伝
奇
集
2
』（
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
、
一
九
六
四
年
）。
前
野
直
彬
氏
は
、
平
凡
社
中
國
古
典
文
学
大
系
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』

（
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）
及
び
東
洋
文
庫
『
唐
代
伝
奇
集
2
』
に
お
い
て
、『
廣
異
記
』
か
ら
重
複
を
除
く
と
合
計
六
十
一
話
を
選
り
す

ぐ
っ
て
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
小
説
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
『
廣
異
記
』
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
例
は
中
国
に
お
い
て
も

他
に
は
な
く
、
本
文
に
引
用
の
通
り
、
前
野
氏
が
『
廣
異
記
』
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
『
廣
異
記
』
の
全
体
的
な

特
色
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
38
）
の
拙
稿
を
参
照
。


